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2023年春、理工学部が誕生。
智識の森は8学部27学科へ。
中部大学は、新しい時代に即した分野横断型の3学科からなる「理工学部」を設置し、次世代産業のリーダーとして持続可

能な社会を構築する科学技術者を育成します。この理工学部の誕生により、本学の8学部27学科が協調することで、将来

の世代が安全・安心で豊かに暮らせるよう、持続的に発展する社会を実現していきます。

数理・物理科学の知識を身につけ、
さまざまな事象の解明とイノベーションを通して、社会に大きく貢献します。

●数学 ●物理学 ●データサイエンス ●量子コンピュータ ●機械学習　
●新エネルギー・再生可能エネルギー ●天文 ●自然災害　
●サイエンスコミュニケーション ●高校教諭※（数学／理科）

数理・物理サイエンス学科 定員40名

キーワード

人工知能（A I ）技術を駆使し、さまざまなロボットへの実装を通して、
人とロボットの共存社会を実現します。

●A I  ●データサイエンス ●ロボティクス ●自動制御 ●プログラミング 
●機械学習 ●組込システム ●ヒューマンロボットインタラクション 
●メカトロニクス（機械・電気・電子） ●情報セキュリティ ●脳神経科学

A Iロボティクス学科 定員80名

キーワード

航空宇宙機の設計・開発・製造・利用の専門知識・技術を身につけ、
次世代の航空宇宙産業の発展に携わります。

●航空機 ●ロケット ●電気推進 ●複合材料 ●宇宙航空機構造 ●ドローン
●人工衛星 ●データサイエンス ●プログラミング ●電気電子回路

宇宙航空学科 定員80名

キーワード

C H U B U  U N I V E R S I T Y  N E W S

理工学部

※教職課程認定を申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。
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　幸友会会員の皆様には格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

中部大学は、建学の精神、「不言実行 あてになる人間」を具現化するた

め、文武両道を通して人間力の育成に努めるとともに、7つの学部を持つ

総合大学として教育・研究の質の向上に注力しております。現在は、8番

目の学部となる理工学部の設置に向けた準備が進行中です。全国から

優秀な学生を迎えられることを期待しています。また、研究面においても、

2050年のカーボンニュートラルの実現に向けた研究に積極的に取り組み、

多彩な研究成果を発表しているところです。幸友会会員数は現在848法

人まで拡大し、全国的にも最大級の学園支援団体に成長しています。本

学園にとりまして誇りであり宝でもある幸友会は、1989年に設立され2022

年に第34期を迎えました。初代会長の川口將一氏から現在の大辻誠会

長をはじめとする歴代の会長ならびに会員の皆様に心から感謝の意を表

します。今後とも、変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。

　事業拡大、新規事業参入、新製品開発など、新たな挑戦を行う際には、

経営資源をいかに獲得するかが大きなカギになります。文理融合の幅広

い学問領域をカバーする中部大学には、さまざまな知財が集約されていま

す。そこで、企業戦略の手段の一つとして幸友会を利用してみてはいか

がでしょうか。解決すべき課題に関連する専門分野を研究する先生との

パイプを持つことを希望する場合、幸友会を窓口としていただくことで相談

しやすくなると思います。また、先生方がどのような研究を専門分野にして

いるかを知りたいという会員の皆様には、研究内容を紹介した冊子（中部

大学研究紹介）をご覧いただくことをおすすめします。産官学連携の入口

として、先生とつながりを持つことができる幸友会のメリットをぜひご活用く

ださい。幸友会はいつでも気軽にお訪ねいただけるよう門戸を開いていま

す。引き続き、会員の皆様にとりまして幸友会がさらに実りあるものとなりま

すよう、今後とも皆様のご理解とご支援をお願い申し上げます。

皆様方のご支援とご協力に
深く感謝申し上げます。

文理融合の知財を
積極的にご活用ください。

学校法人中部大学 理事長・総長　飯吉 厚夫

春日井商工会議所 会頭
ナビエース（株）代表取締役社長 大辻 誠

中部大学幸友会 名誉会長

中部大学幸友会 会長

ご あ いさつ〈目次 〉

いいよし      あつお

おおつじ   まこと

中部大学研究紹介は
こちらからご覧いただけます。

中部大学研究紹介 検索
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創立者の思いを未来へ
～不言実行の精神とともに～

学校法人中部大学の歴史は今から84年前、創立者、三浦幸平先生の永年の夢であった

工業技術教育の理想を実現するため、「名古屋第一工学校」を創立したことから始まります。

「人間は実行がともなわなければ意味はない」という言葉のもと、

夢を描き、実現してきた創立者の果敢に挑戦する理念は、今の学園に確かに息づいています。

今回の特集では、真の教育のために人生を捧げた創立者の経歴と言葉、

創立者を知る3名の先生方のお話、今に受け継がれる創立者の精神についてご紹介します。

特集

創立者・三浦幸平先生
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明治23年8月
愛知県知多郡成岩町（現半田市）にて父三浦幸蔵、母とくの二
男として生まれる。

明治29年4月（6歳）
同地の協和尋常小学校に入学、1900（明治33）年3月卒業。

明治33年4月（10歳）
成岩町立成岩尋常高等小学校高等科に入学、1904（明治37）
年3月卒業。

明治37年4月（13歳）
愛知銀行（現三菱UFJ銀行）半田支店に見習いとして就職、結
核にかかり退職。厳しい療養生活を送り、3年間で病を克服する。

明治42年9月（19歳）
教師になる意志を固め、師範学校入学を志したが、年齢超過で
望みを達せられず、准教員資格取得のための講習を受け、愛知
県知多郡尋常小学校准教員講習所を卒業する。

明治42年10月（19歳）
知多郡常滑尋常高等小学校代用教員となる。

明治43年10月（20歳）
同郡成岩第一尋常高等小学校准訓導となる。

明治45年6月（21歳）
同郡阿久比第一尋常小学校准訓導となる。

大正4年4月（24歳）
専門的な分野を究めたいと考え、東京物理学校（現東京理科大
学）理化学科に入学。

大正6年9月（27歳）
東京物理学校に通いながら、東京帝国大学造兵教室の実験助
手として勤める。1918（大正7）年3月、東京物理学校理化学科
を卒業。

大正7年4月（27歳）
愛知県立第一中学校（現旭丘高校）嘱託教員となる。

大正9年4月（29歳）
愛知県立明倫中学校（現明和高校）教諭となる。

大正10年4月（30歳）
名古屋高等工業学校（現名古屋工業大学）助教授となる。

大正14年10月（34歳）
山田橋衛長女、愛子と結婚。

昭和6年4月（40歳）
東京帝国大学の眞嶋研究室に1年間内地留学し、空気流の実
験的研究に取り組み、「空気の流れの流体力学的研究」の論文
を完成する。

昭和6年8月（41歳）
名古屋高等工業学校教授となる。

昭和13年12月（48歳）
永年の夢であった工業技術教育
の理想を実現するため名古屋第
一工学校を創立する。

昭和19年11月（54歳）
6人の子どもを残し、妻愛子が病
気のため死去。

昭和20年3月（54歳）
空襲により名古屋第一工学校、分教場とも全焼、悲嘆のなかに
も再起を決意する。

昭和25年4月（59歳）
愛知常磐女子高等学校と名古屋第一工学校とを合併、新制度
の常磐高等学校を設置し校長に就任、財団法人常磐学園理事
長となる。

昭和26年3月（60歳）
名称を学校法人三浦学園とする。

昭和26年4月（60歳）
鶴舞幼稚園を設置し、園長に就任。

昭和30年9月（65歳）
中部高等電波学校を吸収し、念願の工業学校への復帰をはかる。

昭和32年12月（67歳）
常磐高等学校を名古屋第 一 工業高等学校と改め、工業高校と
して新たな第一歩を踏み出す。

昭和35年11月（69歳）
愛知県表彰条例により、愛知県
知事より教育功労者として表彰さ
れる。

昭和36年1月（70歳）
鶴舞の校地に鉄筋コンクリート6
階建ての高層校舎を3カ年計画で
建設する。

昭和37年4月（71歳）
名古屋第 一 工学校創立以来の夢であった大学建設に取りかか
り、春日井市に中部工業短期大学を設立し、学長に就任。

昭和37年5月（71歳）
学校法人三浦学園理事長および中部工業短期大学長として、
教育の振興に寄与し公衆の利益を興した功績により、藍綬褒章
を授与される。

昭和38年4月（72歳）
地元の要望に応え、名古屋第一工業高等学校春日井分校を開校。

昭和39年4月（73歳）
中部工業大学を設立し、学長に就任。

昭和40年4月（74歳）
名古屋第一工業高等学校春日井分校を独立させ、中部工業大
学附属高等学校（現中部大学春日丘高等学校）とする。

昭和42年9月（76歳）
欧米の学事視察に出発し、アメリカ、メキシコ、カナダ、イギリス、
フランス、西ドイツ、イタリア、スイス、オランダ、デンマーク諸国の
大学、研究所を視察。

昭和42年12月（77歳）
叙勲、喜寿祝賀の胸像が学内に建立される。

昭和43年6月（77歳）
韓国ソウルで開催された世界学長会議に出席。

昭和46年4月（80歳）
中部における科学と技術の殿堂として念願の中部工業大学大
学院を設置する。

昭和48年5月（82歳）
国際交流の道を拓くため、オハイ
オ大学と姉妹校の提携。

昭和50年6月（84歳）
死去。享年84歳。学校法人三浦
学園の学園葬が名古屋市民会館
大ホールで行われる。

不言実行 創立者、夢の軌跡 ～ありし日の三浦幸平先生～

https://www.chubu.jp/main/founder/video/
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三浦幸平先生の経歴と学園発展への取り組み
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志と決 断

恩
を
わ
す
れ
ず

何
事
に
も
誠
心
誠
意
で

技
術
は
人
な
り

不
言
実
行
の
精
神

い
つ
も
真
剣
勝
負
で

血
路
を
ひ
ら
き
進
ん
で
来
た

折
に
触
れ
て
口
に
さ
れ
て
い
た
言
葉
は「
恩
を
わ
す

れ
る
な
」と
い
う
こ
と
で
す
。名
古
屋
第
一
工
学
校

の
恩
師
真
嶋
正
市
先
生
を
記
念
し
て「
真
嶋
室
」

を
設
け
ら
れ
た
の
も
、恩
を
わ
す
れ
な
い
あ
ら
わ
れ

で
す
。ま
た
、物
事
を
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
、粘

り
強
く
努
力
す
る
こ
と
、徒
労
を
厭
わ
ず
何
事
に
も

「
誠
心
誠
意
」尽
く
さ
れ
る
姿
は
、私
に
は
何
も
の

に
も
勝
る
尊
い
教
え
で
し
た
。

（
大
西
良
三
前
学
園
長
著「
学
園
回
想
」よ
り
）

「
技
術
は
人
な
り
」と
い
う
こ
と
を
、私
は
つ
ね
づ
ね
い
っ

て
い
ま
す
が
、技
術
は
そ
の
人
の
精
神
の
あ
ら
わ
れ
だ

と
思
い
ま
す
。た
だ
単
に
も
の
を
つ
く
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、そ
の
人
の
す
べ
て
が
結
集
さ
れ
た
も
の
が
、

技
術
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、そ
こ
に
も
の
が
つ
く
ら
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。弓
で
矢
を
は
な
つ
と
き
に
も
、

熱
中
す
る
と
ほ
か
の
も
の
は
消
え
う
せ
て
、的
だ
け

が
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
と
同
じ
で
、そ
う
な
ら
な
い

と
、本
当
の
技
術
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
も
の
で
す
。

（「
回
想
の
三
浦
幸
平
先
生
」よ
り
）

学
校
を
つ
く
る
以
上
、学
校
に
は
魂
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。人
は
い
ろ
い
ろ
意
見
を
言
う
が
、

い
ざ
や
る
と
き
は
、誰
も
手
を
出
さ
な
い
。人
間
は
実

行
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
。私
は
学
校
を

つ
く
る
な
ら
、実
行
力
の
あ
る
人
間
を
つ
く
り
た
い
。

実
行
し
て
初
め
て
物
事
は
成
就
す
る
も
の
だ
、と
い
う

こ
と
を
建
学
の
精
神
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

「
不
言
実
行
」と
い
っ
て
も
が
む
し
ゃ
ら
に
や
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、物
を
言
わ
な
い
と
い
う
の
で
は

な
く
口
だ
け
で
何
も
実
行
し
な
い
こ
と
が
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
が
世
間
の
た
め
に
な
り
、人
々
が

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

独自の人生観や教育観を持ち、折に触れ、自ら書き記し、
語ってきた創立者・三浦幸平先生。ここでは、創立者が残し
た言葉の中から、人生や仕事において決断し行動するとき
のヒントになるような言葉のいくつかをまとめました。

み
な
が
よ
く
、昔
物
語
を
す
る
と
き
、「
あ
の
時
代

が
な
つ
か
し
い
」、「
あ
の
時
代
に
帰
っ
て
み
た
い
」と

言
い
ま
す
が
、私
は
そ
の
場
そ
の
場
が
い
つ
も
真
剣

勝
負
で
、い
つ
も
そ
の
と
き
の
血
路
を
ひ
ら
き
ひ
ら

き
進
ん
で
来
た
の
で
す
か
ら
、あ
の
時
代
が
よ
か
っ

た
の
で
も
う
一
度
か
え
っ
て
み
た
い
な
ど
と
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
一つ
に
は
か
ら
だ

の
健
康
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、強
い
意
志
が
持
て

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

（「
回
想
の
三
浦
幸
平
先
生
」よ
り
）
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創 立 者 の

一
木
一
草
も
自
分
で
植
え
、

育
て
て
い
く
こ
と
で
、

は
じ
め
て
学
園
は
な
り
た
つ

努
力
は
そ
の
人
を

つ
く
り
上
げ
る

天
の
時
、地
の
利
、人
の
和

す
べ
て
は
人
の
結
晶
で

私
学
と
官
学
と
の
ち
が
い
は
、官
学
は
国
の
費
用
で

教
育
を
し
て
い
る
が
、私
学
は
自
分
の
力
で
教
育
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ち
が
う
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、そ

こ
に
は
責
任
も
深
い
し
、親
し
み
も
あ
る
し
、す
べ
て

は
自
分
の
頭
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
の
で
す
。そ
こ
に

本
当
の
良
さ
が
あ
る
の
で
す
。一
木
一
草
も
自
分
で
植

え
、育
て
て
い
く
こ
と
で
、は
じ
め
て
学
園
は
な
り
た
つ

の
で
す
。だ
か
ら
私
学
は
、い
い
と
思
う
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
実
行
し
て
ゆ
け
る
し
、本
当
の
学
問
の
自
由
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（「
回
想
の
三
浦
幸
平
先
生
」よ
り
）

苦
学
時
代
の
思
い
出
は
つ
き
な
い
が
、何
か
若
い
人
々

の
た
め
に
な
る
教
訓
が
、私
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。あ
る
と
す
れ
ば
、人
間
は
天
才

で
な
い
限
り
は
努
力
に
努
力
を
重
ね
、常
に
心
に
不

満
を
持
た
ず
に
現
在
の
自
分
の
人
生
に
生
き
甲
斐

を
感
じ
て
、た
ゆ
ま
ず
努
力
す
る
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。努
力
は
そ
の
人
を
つ
く
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と

は
、い
つ
の
世
に
も
通
ず
る
真
理
だ
と
私
は
確
信
す

る
か
ら
で
あ
る
。

（「
結
晶
」第
二
集
よ
り
）

私
は
日
常
、打
算
を
は
な
れ
て
誠
意
を
持
っ
て
や
っ

た
の
で
、困
っ
た
と
き
に
は
多
く
の
人
の
協
力
が
得

ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。誠
心
誠
意
や
る
と
い
う
こ

と
。人
が
そ
ん
な
に
ま
で
や
ら
な
く
て
も
良
い
と
い

う
こ
と
で
も
、自
分
は
自
分
で
や
る
だ
け
の
こ
と
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
天
の
時
、地
の
利
、人
の

和
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、人
の
和
を
つ
く
る
こ

と
が
、天
の
時
、地
の
利
を
招
く
と
思
う
。運
不
運

は
誰
に
で
も
あ
る
。大
き
な
事
業
を
や
る
に
は
、多

く
の
人
の「
和
」が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

（「
回
想
の
三
浦
幸
平
先
生
」よ
り
）

今
日
の
こ
の
成
果
は
、私
が
日
頃
か
ら
正
し
い
と
思

う
こ
と
、善
な
り
と
信
じ
た
こ
と
は
、必
ず
こ
れ
を

実
行
し
貫
き
通
す
と
い
う
不
言
実
行
の
信
念
を
基

調
と
し
、ま
た
誠
実
に
常
に
感
謝
の
念
を
忘
れ
な
い

と
い
う
私
の
心
根
が
、期
せ
ず
し
て
人
の
和
に
つ
な

が
り
、そ
の
人
の
和
の
結
晶
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ

と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。

（「
半
生
の
軌
跡
」よ
り・昭
和
37
年
12
月
8
日
の
創
立
記
念
日
の
式
典
を
終
え
て
）

特集│創立者の思いを未来へ ～不言実行の精神とともに～

創立者はじめ学園の創立に携わった人たち

06



　

昭
和
39
年
4
月
、中
部
工
業
大
学
の
第
一
回
生
と
し

て
入
学
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
が
三
浦
幸
平
先
生
と
の

最
初
の
出
会
い
で
す
。
当
時
、1
年
生
が
3
6
0
名
く

ら
い
で
内
70
名
が
新
築
間
も
無
い
学
生
寮
に
入
り
ま
し

た
。私
も
そ
の
一
人
で
す
。工
業
系
の
大
学
が
ま
だ
少
な

い
時
代
で
し
た
か
ら
、寮
に
は
日
本
各
地
の
出
身
者
が
い

ま
し
た
。先
生
は
頻
繁
に
寮
へ
お
越
し
に
な
り
、一
緒
に

食
事
を
さ
れ
、気
さ
く
に
語
り
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ま
た
、先
生
は
、「
こ
れ
か
ら
、君
た
ち
は
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
」と
言
わ
れ
、名
古
屋
国

際
ホ
テ
ル
へ
全
寮
生
を
連
れ
て
、テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

傍
ら
退
寮
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。遠

方
か
ら
入
学
し
た
学
生
に
は
、ま
さ
に
父
親
の
よ
う
な

存
在
で
し
た
。同
時
に
私
は
、入
学
時
に
研
究
補
助
員
と

い
う
準
職
員
の
辞
令
を
先
生
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、先
生
と
の
関
係
も
近
く
、大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
生
は
、大
学
院
を
つ
く
る
と
い
う
強
い
意
志

を
お
持
ち
で
し
た
。昭
和
46
年
に
工
学
研
究
科
修
士
課

程
が
で
き
、昭
和
48
年
に
博
士
課
程
を
設
置
。大
学
を
つ

く
っ
て
か
ら
10
年
目
、驚
く
べ
き
早
さ
で
す
。認
可
は
、レ

ベ
ル
の
高
い
教
員
、施
設
・
設
備
、専
門
書
が
整
っ
て
こ
そ
。

当
時
、日
本
で
工
学
研
究
科
博
士
課
程
を
有
す
る
大
学

は
国
立
大
学
8
校
、公
立
大
学
3
校
、私
立
大
学
13
校

の
計
24
校
の
み
で
、こ
の
地
区
で
は
名
古
屋
大
学
だ
け
で

し
た
。先
生
の
人
徳
の
な
せ
る
業
で
す
。

　

先
生
は
心
が
と
て
も
広
く
温
か
い
方
で
、学
生
を
宝
の

よ
う
に
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。教
職
員
も
私
自
身
も

先
生
を
見
習
い
、先
生
の
姿
を
お
手
本
に
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。今
日
の
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
就
職
率
も
先
生

の
思
い
が
結
実
し
た
一
つ
の
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、先
生
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。自
伝「
半
生

の
軌
跡
」の
中
で
、大
学
を
つ
く
る
た
め
に
地
元
の
方
々

と
話
し
合
い
を
し
て
い
た
と
き
に
、丘
の
上
に
見
た
作
業

小
屋
の
灯
を「
希
望
の
光
」と
表
現
し
て
い
ま
す
。そ
の

光
を
、後
に
先
生
は
自
身
の
胸
像
の
除
幕
式
の
と
き
に
こ

う
言
い
換
え
て
い
ま
す
。「
私
は
こ
の
像
と
と
も
に
何
百

年
何
千
年
の
生
命
を
こ
の
学
園
の
中
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。不
言
実
行
の
精
神
と
と
も
に
、不
滅
の

灯
と
な
る
…
」と
、「
希
望
の
光
」を「
不
滅
の
灯
」へ
つ
な

げ
た
こ
と
に
私
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。教
職
員
、卒
業

生
は
じ
め
学
園
の
発
展
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
た
ち
の
魂

が
今
日
の
学
園
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
、こ
の「
不
滅
の

灯
」の
も
と
、こ
れ
か
ら
も
学
園
全
体
の
発
展
を
私
は
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
第
一
工
業
高
校
が
、6
階
建
て
の
校
舎
を
完
成

さ
せ
た
昭
和
34
年
、そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
教
員
人
生
の

中
で
、三
浦
幸
平
先
生
と
の
忘
れ
ら
れ
な
い
二
つ
の
出
来
事

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

教
員
に
な
っ
て
ま
も
な
く
、大
学
時
代
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い
て
い
た
経
験
か
ら
、吹
奏
楽
部
を
指

導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、部
員
は
10
名
ほ
ど

で
楽
器
も
揃
っ
て
い
な
い
状
態
。そ
ん
な
あ
る
と
き
、先
生

が
練
習
の
音
を
聞
い
て
教
室
に
来
ら
れ
ま
し
た
。「
い
ま
楽

器
は
ど
れ
だ
け
だ
？
」、「
は
い
、こ
れ
だ
け
で
す
」と
答
え
る

と
、「
そ
う
か
、買
わ
な
い
と
い
か
ん
な
。服
部
君
、情
操
教

育
と
し
て
立
派
な
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
。

必
要
な
お
金
は
い
く
ら
で
も
出
す
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、部
員
を
集
め
て
20
人
を
超
え
た
と
き
に
楽
器
屋

で
11
人
分
の
楽
器
を
買
い
ま
し
た
。数
日
後
、先
生
か
ら

校
長
室
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。先
生
は
、「
買
う
ま
で
に
も
う

ち
ょっ
と
途
中
経
過
を
相
談
し
て
く
れ
ん
と
。請
求
書
が
え

ら
い
値
段
に
な
っ
て
る
ぞ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
し
か
し
先

生
、い
く
ら
で
も
使
え
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
す
よ
」と
私
。「
そ

う
言
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
も
」と
先
生
。金
額
は
20
万

円（
※
）く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。二
人
の
沈
黙
が
10
分
く

ら
い
続
い
た
後
、先
生
は
、「
わ
か
っ
た
。そ
う
か
、わ
し
も
悪

か
っ
た
。責
任
を
持
っ
て
こ
の
請
求
書
の
お
金
は
払
う
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
吹
奏
楽
部
は
猛
烈
な
練
習

を
経
て
、翌
年
に
は
一
人
前
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
し
て
披
露
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、そ
の
何
年
後
か
の
あ
る
秋
の
こ
と
。職
員

研
修
旅
行
で
兵
庫
県
の
城
崎
温
泉
へ
行
っ
た
帰
路
で
の
話

で
す
。米
原
駅
に
列
車
が
停
車
。車
内
の
ボ
ッ
ク
ス
席
で

座
っ
て
い
た
の
は
先
生
と
秘
書
の
小
林
さ
ん
と
私
の
3
人
。

私
は
先
生
の
向
か
い
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、先
生
が
、

「
小
林
さ
ん
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
も
買
っ
て
き
て
く
れ
」と

2
0
0
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。小
林
さ
ん
は
列
車
を
降
り

て
売
り
子
か
ら
4
つ
買
っ
て
き
ま
し
た
。1
つ
30
円
。お
釣

り
を
受
け
取
る
先
生
。す
る
と
、「
あ
れ
、70
円
し
か
な
い

ぞ
。10
円
も
ら
っ
て
来
な
さ
い
」と
。小
林
さ
ん
は
再
び
売

り
子
の
元
へ
行
き
、お
釣
り
を
も
ら
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

「
は
い
、10
円
」と
手
渡
す
と
、先
生
は「
う
ん
」と
う
な
ず

き
、小
さ
な
財
布
に
、そ
の
十
円
玉
を
そ
れ
は
そ
れ
は
と
て

も
大
切
に
仕
舞
わ
れ
た
の
で
す
。私
は
、そ
の
光
景
を
じ
っ

と
見
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
は
、楽
器
を
購

入
し
て
怒
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
。長
い
沈
黙
の
後
に「
わ
か
っ

た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
あ
の
先
生
の
姿
で
し
た
。

こ
の
二
つ
の
出
来
事
が
妙
に
結
び
付
き
、貴
重
な
人
生
訓
め

い
た
も
の
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
38
年
秋
の
こ
と
、も
と
も
と
私
は
山
村
の
禅
寺
の

跡
取
り
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
の
で
、大
学
卒
業
後
は
い
ず

れ
田
舎
に
帰
っ
て
教
員
を
し
な
が
ら
寺
を
継
ぐ
つ
も
り
で
し

た
。し
か
し
、た
ま
た
ま
叔
父
の
伝
手
で
三
浦
学
園
と
い
う

私
学
が
若
い
先
生
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
話
を
知
り
、鶴

舞
の
名
古
屋
第
一
工
業
高
校（
名
一
校
）へ
話
を
聞
き
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
が
三
浦
幸
平
先
生
と
の
初

め
て
の
出
会
い
で
す
。先
生
は
、「
学
校
を
つ
く
っ
た
が
戦
争

で
全
部
焼
け
て
し
ま
っ
た
。大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、み
ん
な
の
支
え
が
あ
っ
て
6
階
建
て
の
校
舎
が
で
き
た
。

春
日
井
に
名
一
校
の
分
校
を
つ
く
っ
た
か
ら
、そ
こ
で
君
に

高
校
を
育
て
て
も
ら
い
た
い
。一
度
、春
日
井
の
学
校
を
見
て

ゆ
っ
く
り
考
え
て
返
事
を
も
ら
え
な
い
か
」と
い
う
お
話
を

い
た
だ
き
、山
田
和
夫
先
生（
後
の
第
二
代
理
事
長
）に
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
現
地
を

目
の
前
に
し
て
構
想
を
語
る
和
夫
先
生
の
姿
に
私
は
と
て

も
感
服
し
、ま
さ
に
夢
が
ひ
ら
い
て
い
く
感
覚
で
し
た
。私

は
そ
の
場
で
、「
こ
こ
で
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
即
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
数
年
後
、教
員
の
研
修
旅
行
で
伊
豆
へ
行
っ
た
と
き

の
こ
と
。「
大
学
を
つ
く
っ
た
今
、今
度
は
大
学
院
を
つ
く
り

た
い
。生
徒
た
ち
が
寝
泊
ま
り
し
て
研
修
で
き
る
施
設
を

つ
く
り
た
い
。教
職
員
が
休
日
に
泊
ま
れ
る
施
設
も
つ
く
り

た
い
」と
、幸
平
先
生
は
そ
ん
な
夢
を
いっ
ぱ
い
語
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
姿
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
一
切
な
く
、私
た
ち

教
員
も
希
望
を
託
す
気
持
ち
で
し
た
。そ
れ
か
ら
富
士
山

の
姿
が
見
え
た
と
き
に
は
、「
富
士
山
が
な
ぜ
き
れ
い
に
見

え
る
か
わ
か
る
か
ね
？
」と
問
わ
れ
ま
し
た
。「
裾
野
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
か
ら
だ
。山
頂
の
よ
う
な
上
の
生
徒
を
育
て

る
の
も
大
事
だ
け
れ
ど
、中
腹
か
ら
裾
野
の
人
た
ち
を
育
て

る
こ
と
も
重
要
だ
」と
、話
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。「
生
徒
は
知
力
も
大
事
だ
け
れ
ど
、知
力
が
偏
重
に

な
っ
て
は
い
か
ん
。人
を
つ
く
り
な
さ
い
。心
の
教
育
を
し
な

さ
い
」と
い
う
先
生
の
言
葉
を
胸
に
、私
自
身
も
心
の
教
育

を
重
要
視
し
て
き
ま
し
た
。た
だ
私
学
と
し
て
進
学
実
績

も
必
要
で
す
。そ
う
し
て
後
に
中
学
校
も
開
校
し
、東
大
や

京
大
、有
名
私
大
の
合
格
者
を
出
し
た
と
き
に
は
、山
頂
の

生
徒
も
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
、こ
れ
で
先
生
に
恩
返
し
が

で
き
た
と
い
う
思
い
が
胸
に
去
来
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
本
当
に
不
言
実
行
、そ
し
て
有
言
実
行
の
方
で

し
た
。言
っ
た
こ
と
は
必
ず
実
行
さ
れ
、実
現
さ
れ
ま
し
た
。

先
に
語
っ
て
い
た
夢
も
今
ほ
と
ん
ど
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。私
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
不
言

実
行
の
精
神
を
皆
さ
ん
も
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
希
望
の
光
」は「
不
滅
の
灯
」へ

脳
裏
に
浮
か
ぶ
二
つ
の
光
景

不
言
実
行
で
あ
り
有
言
実
行
の
先
生

創
立
者
と
の
思
い
出

1944年生まれ。1964年中部工業
大学の第1回生として入学すると同
時に研究補助員となる。以来学生と
して、また教員採用後は助手・講師
の立場で中部工業大学の黎明期を
創立者と共に歩んだ。その後助教授
を経て、中部大学教授（工学部電気
工学科）、学長補佐、学監を歴任。
2015年に定年退職後は、学校法人
中部大学監事へ就任。

坪井 和男
つぼい       かずお

1936年生まれ。名古屋第一工業高
等学校の新校舎が完成した1959年
に教諭として赴任。以来創立の地、鶴
舞で高校教育に携わると共に創立者
の支援の下、吹奏楽部の強化に取り
組んだ。その後に日進市へ移転した
名古屋第一高等学校の教頭を経て、
1987年中部大学広報部長へ就任。
1996年に退職するまで中部大学の
学生募集を担った。

服部 賞
はっとり    ゆかし

1941年生まれ。1964年名古屋第一
工業高等学校・春日井分校の開校時
に教諭として赴任。以来、改組された
中部工業大学附属高等学校で教頭
心得、校長補佐として校長でもある創
立者と共に学校運営に取り組んだ。
その後春日丘高等学校では教頭、副
校長、校長を歴任。1997年から法人
事務局へ異動、2007年に退職するま
で法人事務局次長を務めた。

山田 啓一
やまだ      けいいち

戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、高
等
学
校
を
開
校
し
た
三
浦
学
園
は
、

短
期
大
学
を
設
立
し
、四
年
制
大
学
へ
。

学
園
の
黎
明
期
を
支
え
た
3
人
の
先
生
方
に
、

創
立
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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昭
和
39
年
4
月
、中
部
工
業
大
学
の
第
一
回
生
と
し

て
入
学
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
が
三
浦
幸
平
先
生
と
の

最
初
の
出
会
い
で
す
。
当
時
、1
年
生
が
3
6
0
名
く

ら
い
で
内
70
名
が
新
築
間
も
無
い
学
生
寮
に
入
り
ま
し

た
。私
も
そ
の
一
人
で
す
。工
業
系
の
大
学
が
ま
だ
少
な

い
時
代
で
し
た
か
ら
、寮
に
は
日
本
各
地
の
出
身
者
が
い

ま
し
た
。先
生
は
頻
繁
に
寮
へ
お
越
し
に
な
り
、一
緒
に

食
事
を
さ
れ
、気
さ
く
に
語
り
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ま
た
、先
生
は
、「
こ
れ
か
ら
、君
た
ち
は
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
」と
言
わ
れ
、名
古
屋
国

際
ホ
テ
ル
へ
全
寮
生
を
連
れ
て
、テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

傍
ら
退
寮
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。遠

方
か
ら
入
学
し
た
学
生
に
は
、ま
さ
に
父
親
の
よ
う
な

存
在
で
し
た
。同
時
に
私
は
、入
学
時
に
研
究
補
助
員
と

い
う
準
職
員
の
辞
令
を
先
生
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、先
生
と
の
関
係
も
近
く
、大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
生
は
、大
学
院
を
つ
く
る
と
い
う
強
い
意
志

を
お
持
ち
で
し
た
。昭
和
46
年
に
工
学
研
究
科
修
士
課

程
が
で
き
、昭
和
48
年
に
博
士
課
程
を
設
置
。大
学
を
つ

く
っ
て
か
ら
10
年
目
、驚
く
べ
き
早
さ
で
す
。認
可
は
、レ

ベ
ル
の
高
い
教
員
、施
設
・
設
備
、専
門
書
が
整
っ
て
こ
そ
。

当
時
、日
本
で
工
学
研
究
科
博
士
課
程
を
有
す
る
大
学

は
国
立
大
学
8
校
、公
立
大
学
3
校
、私
立
大
学
13
校

の
計
24
校
の
み
で
、こ
の
地
区
で
は
名
古
屋
大
学
だ
け
で

し
た
。先
生
の
人
徳
の
な
せ
る
業
で
す
。

　

先
生
は
心
が
と
て
も
広
く
温
か
い
方
で
、学
生
を
宝
の

よ
う
に
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。教
職
員
も
私
自
身
も

先
生
を
見
習
い
、先
生
の
姿
を
お
手
本
に
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。今
日
の
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
就
職
率
も
先
生

の
思
い
が
結
実
し
た
一
つ
の
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、先
生
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。自
伝「
半
生

の
軌
跡
」の
中
で
、大
学
を
つ
く
る
た
め
に
地
元
の
方
々

と
話
し
合
い
を
し
て
い
た
と
き
に
、丘
の
上
に
見
た
作
業

小
屋
の
灯
を「
希
望
の
光
」と
表
現
し
て
い
ま
す
。そ
の

光
を
、後
に
先
生
は
自
身
の
胸
像
の
除
幕
式
の
と
き
に
こ

う
言
い
換
え
て
い
ま
す
。「
私
は
こ
の
像
と
と
も
に
何
百

年
何
千
年
の
生
命
を
こ
の
学
園
の
中
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。不
言
実
行
の
精
神
と
と
も
に
、不
滅
の

灯
と
な
る
…
」と
、「
希
望
の
光
」を「
不
滅
の
灯
」へ
つ
な

げ
た
こ
と
に
私
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。教
職
員
、卒
業

生
は
じ
め
学
園
の
発
展
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
た
ち
の
魂

が
今
日
の
学
園
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
、こ
の「
不
滅
の

灯
」の
も
と
、こ
れ
か
ら
も
学
園
全
体
の
発
展
を
私
は
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
第
一
工
業
高
校
が
、6
階
建
て
の
校
舎
を
完
成

さ
せ
た
昭
和
34
年
、そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
教
員
人
生
の

中
で
、三
浦
幸
平
先
生
と
の
忘
れ
ら
れ
な
い
二
つ
の
出
来
事

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

教
員
に
な
っ
て
ま
も
な
く
、大
学
時
代
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い
て
い
た
経
験
か
ら
、吹
奏
楽
部
を
指

導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、部
員
は
10
名
ほ
ど

で
楽
器
も
揃
っ
て
い
な
い
状
態
。そ
ん
な
あ
る
と
き
、先
生

が
練
習
の
音
を
聞
い
て
教
室
に
来
ら
れ
ま
し
た
。「
い
ま
楽

器
は
ど
れ
だ
け
だ
？
」、「
は
い
、こ
れ
だ
け
で
す
」と
答
え
る

と
、「
そ
う
か
、買
わ
な
い
と
い
か
ん
な
。服
部
君
、情
操
教

育
と
し
て
立
派
な
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
。

必
要
な
お
金
は
い
く
ら
で
も
出
す
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、部
員
を
集
め
て
20
人
を
超
え
た
と
き
に
楽
器
屋

で
11
人
分
の
楽
器
を
買
い
ま
し
た
。数
日
後
、先
生
か
ら

校
長
室
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。先
生
は
、「
買
う
ま
で
に
も
う

ち
ょっ
と
途
中
経
過
を
相
談
し
て
く
れ
ん
と
。請
求
書
が
え

ら
い
値
段
に
な
っ
て
る
ぞ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
し
か
し
先

生
、い
く
ら
で
も
使
え
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
す
よ
」と
私
。「
そ

う
言
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
も
」と
先
生
。金
額
は
20
万

円（
※
）く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。二
人
の
沈
黙
が
10
分
く

ら
い
続
い
た
後
、先
生
は
、「
わ
か
っ
た
。そ
う
か
、わ
し
も
悪

か
っ
た
。責
任
を
持
っ
て
こ
の
請
求
書
の
お
金
は
払
う
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
吹
奏
楽
部
は
猛
烈
な
練
習

を
経
て
、翌
年
に
は
一
人
前
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
し
て
披
露
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、そ
の
何
年
後
か
の
あ
る
秋
の
こ
と
。職
員

研
修
旅
行
で
兵
庫
県
の
城
崎
温
泉
へ
行
っ
た
帰
路
で
の
話

で
す
。米
原
駅
に
列
車
が
停
車
。車
内
の
ボ
ッ
ク
ス
席
で

座
っ
て
い
た
の
は
先
生
と
秘
書
の
小
林
さ
ん
と
私
の
3
人
。

私
は
先
生
の
向
か
い
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、先
生
が
、

「
小
林
さ
ん
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
も
買
っ
て
き
て
く
れ
」と

2
0
0
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。小
林
さ
ん
は
列
車
を
降
り

て
売
り
子
か
ら
4
つ
買
っ
て
き
ま
し
た
。1
つ
30
円
。お
釣

り
を
受
け
取
る
先
生
。す
る
と
、「
あ
れ
、70
円
し
か
な
い

ぞ
。10
円
も
ら
っ
て
来
な
さ
い
」と
。小
林
さ
ん
は
再
び
売

り
子
の
元
へ
行
き
、お
釣
り
を
も
ら
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

「
は
い
、10
円
」と
手
渡
す
と
、先
生
は「
う
ん
」と
う
な
ず

き
、小
さ
な
財
布
に
、そ
の
十
円
玉
を
そ
れ
は
そ
れ
は
と
て

も
大
切
に
仕
舞
わ
れ
た
の
で
す
。私
は
、そ
の
光
景
を
じ
っ

と
見
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
は
、楽
器
を
購

入
し
て
怒
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
。長
い
沈
黙
の
後
に「
わ
か
っ

た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
あ
の
先
生
の
姿
で
し
た
。

こ
の
二
つ
の
出
来
事
が
妙
に
結
び
付
き
、貴
重
な
人
生
訓
め

い
た
も
の
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
38
年
秋
の
こ
と
、も
と
も
と
私
は
山
村
の
禅
寺
の

跡
取
り
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
の
で
、大
学
卒
業
後
は
い
ず

れ
田
舎
に
帰
っ
て
教
員
を
し
な
が
ら
寺
を
継
ぐ
つ
も
り
で
し

た
。し
か
し
、た
ま
た
ま
叔
父
の
伝
手
で
三
浦
学
園
と
い
う

私
学
が
若
い
先
生
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
話
を
知
り
、鶴

舞
の
名
古
屋
第
一
工
業
高
校（
名
一
校
）へ
話
を
聞
き
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
が
三
浦
幸
平
先
生
と
の
初

め
て
の
出
会
い
で
す
。先
生
は
、「
学
校
を
つ
く
っ
た
が
戦
争

で
全
部
焼
け
て
し
ま
っ
た
。大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、み
ん
な
の
支
え
が
あ
っ
て
6
階
建
て
の
校
舎
が
で
き
た
。

春
日
井
に
名
一
校
の
分
校
を
つ
く
っ
た
か
ら
、そ
こ
で
君
に

高
校
を
育
て
て
も
ら
い
た
い
。一
度
、春
日
井
の
学
校
を
見
て

ゆ
っ
く
り
考
え
て
返
事
を
も
ら
え
な
い
か
」と
い
う
お
話
を

い
た
だ
き
、山
田
和
夫
先
生（
後
の
第
二
代
理
事
長
）に
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
現
地
を

目
の
前
に
し
て
構
想
を
語
る
和
夫
先
生
の
姿
に
私
は
と
て

も
感
服
し
、ま
さ
に
夢
が
ひ
ら
い
て
い
く
感
覚
で
し
た
。私

は
そ
の
場
で
、「
こ
こ
で
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
即
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
数
年
後
、教
員
の
研
修
旅
行
で
伊
豆
へ
行
っ
た
と
き

の
こ
と
。「
大
学
を
つ
く
っ
た
今
、今
度
は
大
学
院
を
つ
く
り

た
い
。生
徒
た
ち
が
寝
泊
ま
り
し
て
研
修
で
き
る
施
設
を

つ
く
り
た
い
。教
職
員
が
休
日
に
泊
ま
れ
る
施
設
も
つ
く
り

た
い
」と
、幸
平
先
生
は
そ
ん
な
夢
を
いっ
ぱ
い
語
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
姿
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
一
切
な
く
、私
た
ち

教
員
も
希
望
を
託
す
気
持
ち
で
し
た
。そ
れ
か
ら
富
士
山

の
姿
が
見
え
た
と
き
に
は
、「
富
士
山
が
な
ぜ
き
れ
い
に
見

え
る
か
わ
か
る
か
ね
？
」と
問
わ
れ
ま
し
た
。「
裾
野
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
か
ら
だ
。山
頂
の
よ
う
な
上
の
生
徒
を
育
て

る
の
も
大
事
だ
け
れ
ど
、中
腹
か
ら
裾
野
の
人
た
ち
を
育
て

る
こ
と
も
重
要
だ
」と
、話
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。「
生
徒
は
知
力
も
大
事
だ
け
れ
ど
、知
力
が
偏
重
に

な
っ
て
は
い
か
ん
。人
を
つ
く
り
な
さ
い
。心
の
教
育
を
し
な

さ
い
」と
い
う
先
生
の
言
葉
を
胸
に
、私
自
身
も
心
の
教
育

を
重
要
視
し
て
き
ま
し
た
。た
だ
私
学
と
し
て
進
学
実
績

も
必
要
で
す
。そ
う
し
て
後
に
中
学
校
も
開
校
し
、東
大
や

京
大
、有
名
私
大
の
合
格
者
を
出
し
た
と
き
に
は
、山
頂
の

生
徒
も
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
、こ
れ
で
先
生
に
恩
返
し
が

で
き
た
と
い
う
思
い
が
胸
に
去
来
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
本
当
に
不
言
実
行
、そ
し
て
有
言
実
行
の
方
で

し
た
。言
っ
た
こ
と
は
必
ず
実
行
さ
れ
、実
現
さ
れ
ま
し
た
。

先
に
語
っ
て
い
た
夢
も
今
ほ
と
ん
ど
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。私
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
不
言

実
行
の
精
神
を
皆
さ
ん
も
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

特集│創立者の思いを未来へ ～不言実行の精神とともに～

※当時の大卒初任給は10,800円
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三
浦
幸
平
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
の
北
側
に
建
つ
創
立
者
胸
像

は
、今
か
ら
55
年
前
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。
1
9
6
7
年

12
月
8
日
、学
園
創
立
29
周
年

記
念
式
と
創
立
者
の
勲
三
等
瑞

宝
章
授
与
の
栄
誉
と
喜
寿
を
祝

賀
す
る
式
典
を
挙
行
。叙
勲
喜

寿
祝
賀
記
念
事
業
と
し
て
建
立

し
て
い
た
創
立
者
の
胸
像
が
完

成
し
、除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。左
記
は
、胸
像
を
贈
ら
れ
た

創
立
者
の
謝
辞
よ
り
抜
粋
し
た

言
葉
で
す
。

創立者が夢見た未来を
継承して生きる私たち

幾度も苦境に立たされながら、実行力のある人間をつくることを夢見て、

高い理想を一歩一歩実現していった信念の人、三浦幸平先生。その志や熱意は、

今も大学のキャンパス内や各種取り組みに受け継がれています。

生き続ける“不言実行”の精神
「創立者胸像」

私
は
こ
の
像
と
と
も
に
、何
百
年
何
千
年
の
生
命
を
、こ
の
学
園
の
中
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。こ
の
胸
像
は
、今
日
除
幕
さ
れ
て
か
ら
は
、暑
い
日

も
寒
い
日
も
学
園
の
も
っ
と
も
好
適
な
場
所
に
立
ち
続
け
、台
柱
に
刻
ま
れ
た

拙
筆
に
よ
る『
不
言
実
行
』の
精
神
と
と
も
に
、不
滅
の
灯
と
な
る
の
で
、こ
れ

を
中
心
に
皆
さ
ん
が
学
園
の
た
め
に
努
力
奮
闘
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、私
は

ど
ん
な
に
寒
か
ろ
う
と
暑
か
ろ
う
と
、こ
こ
に
粛
然
と
立
ち
続
け
る
で
し
ょ
う
。
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「
大
学
は
50
年
経
っ
て
や
っ
と
大
学
ら
し

く
な
る
」と
常
々
言
わ
れ
て
い
た
創
立
者
。

そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、大
学
開
学
50
周
年

記
念
事
業
の
一つ
と
し
て
、「
不
言
実
行
館
」

が
2
0
1
5
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。建
物

の
名
称
に
つ
い
て
は
、当
時
の
学
生
部
便
、学

内
ポ
ス
タ
ー
、大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く

呼
び
か
け
て
公
募
に
よ
り
決
定
。学
生
が
建

学
の
精
神
を
大
切
に
し
て
、「
自
学
力（
自
ら

学
ぶ
力
）」と「
人
間
力（
自
ら
考
え
生
き
る

力
）」を
備
え
た「
あ
て
に
な
る
人
間
」と
し

て
、大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。学
生
が
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
の
活
動
の
場
、講
演
会・シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
開
催
で
き
る
場

と
し
て
、日
々
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
浦
幸
平
記
念
室
は
、創
立
者

ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
す
る
施
設

と
し
て
、1
9
7
6
年
8
月
に
竣
工

し
た
20
号
館（
現
・
国
際
関
係
学
部

棟
）の
最
上
階（
12
階
）に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。室
内
に
は
、創
立
者
が
愛

用
し
た
机
や
椅
子
を
は
じ
め
と
し

て
、和
綴
じ
の
小
学
校
教
科
書
、写

真
や
勲
章
、そ
し
て
本
学
園
の
原
点

と
な
っ
た
創
立
者
直
筆
に
よ
る「
不

言
実
行
」の
書
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。現
在
は
、1
9
9
2
年
3

月
の
創
立
者
生
誕
1
0
0
周
年
を

記
念
し
て
建
て
ら
れ
た「
三
浦
幸
平

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
」内
に
併
設
さ

れ
、創
立
者
の
精
神
を
後
世
へ
伝
え

て
い
ま
す
。

　

中
部
大
学
の
冬
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
る「
中
部
大
学
音
楽
祭
」は
、1
9
7
6
年
1
月

19
日
、学
園
が
設
置
す
る
3
つ
の
学
校
の
学
生・生
徒
に

よ
る
吹
奏
楽
部
が
合
同
で
行
っ
た
演
奏
会「
三
浦
学
園

音
楽
祭
」を
開
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。各
校
の
吹

奏
楽
部
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
も
の
で
、

情
操
教
育
の一
環
と
す
る
と
と
も
に
、か
つ
て
吹
奏
楽
の

振
興
に
力
を
入
れ
て
い
た
創
立
者
の
遺
志
を
具
現
化

し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。以
来
、三
浦
学
園
音
楽
祭

は
第
29
回
目
ま
で
開
催
し

た
後
、中
部
大
学
春
日
丘

高
等
学
校
、中
部
大
学
第

一
高
等
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
演
奏
会
を
行
う
ま

で
に
成
長
し
、独
り
立
ち
。

2
0
0
4
年
に
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た「
中
部
大
学

音
楽
祭
」は
、今
年
の
12
月

11
日
に
第
18
回
目
と
し
て

開
催
予
定
で
す
。

『
一
高
で
は
、早
く
か
ら
部
活
動
で
あ
る
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
に
力
を
注
が
れ
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
ま
で
遠
征

す
る
ほ
ど
の
腕
前
を
上
げ
ま
し
た
。そ
れ
が
今

日
の
春
日
丘
高
校
、中
部
大
学
の
音
楽
関
係
ク

ラ
ブ
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。工
業
高
校
で

あ
っ
た
の
で
、創
立
者
は
余
計
に
情
操
教
育
の
必

要
性
を
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
』

故
三
浦
昌
夫
学
監
に
よ
る

創
立
者
を
偲
ぶ
言
葉

　
「
幸
平
塾
」は
、建
学
の
精
神
を
具
体
化

す
る
た
め
、創
立
者
三
浦
幸
平
先
生
の
名

を
冠
し
10
年
前
に
誕
生
し
、2
0
2
2
年

度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。資
格
を
目

指
す
た
め
で
は
な
く
、学
生
が
自
ら
を
人

間
的
に
、そ
し
て
社
会
に
資
す
る
人
材
と

し
て
成
長
さ
せ
る
た
め
の
、中
部
大
学
独

自
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。学
生
は
入
塾

す
る
と
、創
立
者
の
教
え
に
つ
い
て
学
び
、

塾
長
講
話
を
聴
く
な
ど
、学
内
で
開
催
さ

れ
る
講
演
会
に
参
加
し
、「
聴
く
」「
話
す
」

「
対
話
」「
自
己
理
解
」な
ど
の
力
を
身
に

つ
け
て
人
間
力
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

創立者の足跡を後世に語り継ぐ
「三浦幸平記念室」
（三浦幸平メモリアルホール内）

あてになる人間を育む
「不言実行館」

情操教育の理念を基に
「中部大学音楽祭」

リーダーを育成するための
独自教育プログラム「幸平塾」

特集│創立者の思いを未来へ ～不言実行の精神とともに～
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そ
の
と
き
は
偶
然
と
思
う
こ
と
も

振
り
返
る
と
全
て
が
必
然
。

企業人の格言
企業のトップが語る人生訓 Vol.Vol.1515

齊藤 光次（さいとう こうじ）氏／1958年愛知県生ま
れ。1980年南山大学経営学部卒業、同年大蔵省
名古屋税関入省。1988年日本ハイパック株式会社
入社。2004年日本ハイパック株式会社代表取締役
社長。2005年日本ハイパック株式会社と大日本紙
業株式会社が合併、ダイナパック株式会社誕生、ダ
イナパック株式会社代表取締役副社長。2022年ダ
イナパック株式会社代表取締役社長に就任。

ダイナパック株式会社
代表取締役社長

「

偶
然
は
天
の
配
剤
で
あ
る
。

 
振
り
返
っ
た
と
き
、

 
偶
然
は
必
然
と
な
る
。」

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、出
会
い
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
出
会
い
は
、人
だ
け
で
な
く
、技
術
、市
場
な

ど
多
々
あ
り
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
偶
然
に
よ
る
も
の

で
、出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
、出
会
い
の
意
味
を
問

う
こ
と
、あ
わ
せ
て
機
会
を
失
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。私
自
身
、学
生
時
代
は
広
告
代
理
店
に
入
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、友
人
の
思
い
が
け
な
い一
言
が

き
っ
か
け
で
公
務
員
に
。そ
の
後
、30
歳
の
と
き
に
現
在

の
会
社
へ
転
職
し
、47
歳
で
副
社
長
に
な
り
、今
年
か

ら
社
長
に
な
り
ま
し
た
。幾
多
の
偶
然
に
導
か
れ
て
、

今
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
偶
然
の
重
な
り
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、今
で
は
全
て
が
必
然
だ
っ
た
と

思
え
ま
す
。

　

し
か
し
、偶
然
と
は
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。私
は
、1
9
9
3
年
か
ら
海
外
事
業
を
牽
引

し
、マ
レ
ー
シ
ア
、香
港
と
展
開
し
、96
年
に
満
を
持
し

て
タ
イ
に
一
万
坪
の
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。社
運

を
か
け
た
大
き
な
投
資
で
す
。し
か
し
、工
場
操
業
開

始
後
3
カ
月
で
タ
イ
を
震
源
と
し
た
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
が
発
生
。通
貨
は
大
暴
落
、原
材
料
は
暴
騰
、市
場

は
壊
滅
状
態
に
な
り
ま
し
た
。綿
密
に
描
い
て
い
た
プ

ラ
ン
は
無
に
帰
し
、大
幅
な
赤
字
回
復
の
目
処
が
つ
か

ず
、撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。通
貨
危
機
が
1

年
早
く
来
て
い
れ
ば
、タ
イ
進
出
は
無
か
っ
た
で
し
ょ

う
。こ
の
偶
然
を
恨
ま
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
嘘
に
な

り
ま
す
が
、自
身
の
甘
さ
を
鍛
え
直
し
、胆
力
を
養
う

機
会
だ
と
捉
え
ま
し
た
。こ
の
失
敗
へ
の
リ
ベ
ン
ジ
が
、

後
の
上
海
や
ベ
ト
ナ
ム
進
出
の
成
功
に
繋
が
り
、ベ
ト

ナ
ム
に
は
現
在
、2
工
場
を
持
ち
、当
社
最
大
の
海

外
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
1
月
の
社
長
就

任
時
に
、「
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
、デ
ジ
タ
ル
、グ
ロ
ー

バ
ル
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

あ
げ
、当
社
の
成
長
を
宣
言

し
ま
し
た
。I
T
や
A
I
の
進
化
に
加
え
、近
年
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
社
会
や
人
々
の
行
動
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。ま
た
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
企
業
が
負
う
責
任
は
益
々
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、当
社
は
、事
業
活

動
を
通
じ
て〝
世
の
為
、人
の
為
〟に
な
る
こ
と
を
果
た

す
べ
き
役
割
と
し
て
認
識
し
、社
会
や
顧
客
か
ら
支
持

さ
れ
続
け
る〝
永
遠
企
業
〟を
目
指
し
て
い
ま
す
。ど
ん

な
偶
然
も
前
向
き
に
捉
え
な
が
ら
。

私の格言
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市原 好二（いちはら こうじ）氏／1954年岐阜県
多治見市生まれ。1978年名古屋大学法学部卒
業、同年日本銀行入行。2001年函館支店長、
2004年京都支店長を歴任。2007年日本銀行退
職後、東濃信用金庫入庫。2009年6月理事長、
2021年6月会長に就任。現在に至る。

　

こ
れ
は
、か
つ
て
の
上
司
が
よ
く
使
っ
て
い
た
言
葉
で

す
。そ
の
後
、〝
と
う
し
ん
〟へ
入
庫
し
2
0
0
9
年
に
理

事
長
に
就
任
し
た
際
、職
員
へ
最
初
に
伝
え
た
言
葉
で

あ
り
、現
在
は
当
金
庫
の
行
動
指
針
の
一
つ
に
も
掲
げ

て
い
ま
す
。何
事
も
前
向
き
、外
向
き
な
気
持
ち
で
取

り
組
む
と
い
う
意
味
で
す
が
、こ
の〝
外
向
き
〟に
は
2

つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
お
客
さ
ま
の
視
点
で
物

事
を
考
え
る
こ
と
。も
う
一
つ
は
、旅
行
や
読
書
、社
外

の
人
と
の
交
流
な
ど
、情
報
入
手
や
行
動
を
外
向
き
に

し
て
、外
の
世
界
へ
視
野
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

私
自
身
、大
学
卒
業
ま
で
多
治
見
で
過
ご
し
、日
本
銀

行
時
代
は
日
本
各
地
で
勤
務
し
ま
し
た
。そ
の
後
、故

郷
へ
戻
っ
た
と
き
に
、外
を
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
地
元
の

良
さ
や
強
み
を
理
解
で
き
、一
層
外
向
き
な
視
点
が
大

切
だ
と
実
感
し
た
も
の
で
す
。ま
た
、多
治
見
の
地
場

産
業
の
陶
磁
器
や
タ
イ
ル
の
製
作
工
程
に
は
焼
成
や
転

写
の
技
術
が
あ
り
ま
す
が
、時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て

そ
う
し
た
技
術
を
応
用
し
て
い
く
視
点
に
気
付
け
た
の

も
、伝
統
産
業
か
ら
発
展
し
た
京
都
の
企
業
や
文
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
京
都
支
店
長
時
代
の
経
験
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　

近
年
、金
融
業
で
は
情
報
仲
介
が
重
要
で
、中
で
も
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
は
当
金
庫
の
大
切
な
業
務
に
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、お
客
さ
ま
の
事
業
に
ま
つ
わ
る
課
題
を

解
決
に
つ
な
げ
る
本
業
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。お
客
さ
ま
の
発
展
、地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、そ
の
土
地
や
暮
ら
す
人
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
事
情
を
知
る
た
め
に
も
外
向

き
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

当
金
庫
は
今
年
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
新
本
店
を
建
設
し
、行

動
指
針
も
作
り
直
し
ま

し
た
。
ま
た
、多
治
見

駅
南
地
区
の
再
開
発
事

業
で
建
設
予
定
の
商
業
棟
に

は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
拠
点
、「
と
う
し

ん
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ザ
」を
開
設
予
定
で
す
。そ
こ
で
は
、コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
や
、幅
広
い
年
齢
層
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
金
融
教
育
に
も
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
は
短
期
的
に
利
益
を
生
む
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、心
が
け
て
い
る
の
は「
年
輪
経

営
」で
す
。一
気
に
大
き
な
成
長
で
は
な
く
、年
輪
を
刻

む
よ
う
な
少
し
ず
つ
の
成
長
を
目
指
し
、前
向
き
、外

向
き
な
視
点
で
地
元
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

外
側
か
ら
積
極
的
に
吸
収
し
て

人
間
の
幅
を
広
げ
る
。

東濃信用金庫
会長

パッケージを通じて社会のあらゆるニーズに応え、社会の役に立つ企業を目指す「ダイナパック」。

「地元と共にあり、共に栄える」の精神で、地域のみなさまの発展と共に歩み続ける「東濃信用金庫」。

世の為、人の為、そして中小企業の為、地域住民の為と、それぞれの社会的使命・役割の

達成を目指すおふたりの幸友会会員企業の経営者にお話をお聞きしました。

「

前
向
き
、外
向
き
に
。」

私の格言
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元
号
が
令
和
に
変
わ
っ
た
翌
月
、天
皇
皇
后

両
陛
下
が
初
の
地
方
訪
問
で
視
察
さ
れ
た
施

設
が
、「
あ
ま
市
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

だ
。開
館
は
2
0
0
4
年
、七
宝
焼
の
施
設
を

望
む
住
民
か
ら
の
声
を
受
け
て
、愛・地
球
博
が

開
催
さ
れ
る
前
の
年
に
つ
く
ら
れ
た
。

　

敷
地
内
で
は
、作
品
展
示
ゾ
ー
ン
の
ほ
か
、製

作
工
程
の
中
の
と
あ
る
一
工
程
を
職
人
が
日
替

わ
り
で
行
う
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、職
人
の
仕
事
を

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、七
宝
焼

の
小
物
を
作
る
体
験
ゾ
ー
ン
で
は
、自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
づ
く
り
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
る
。そ
ん
な
製
作
体
験
を
す
る
と
気
付
く

の
だ
が
、七
宝
焼
は
焼
き
物
で
あ
る
が
陶
磁
器

の
よ
う
に
土
が
材
料
で
は
な
い
。金
属（
銅
）が

ベ
ー
ス
な
の
だ
。陶
器
の
仲
間
と
間
違
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
そ
う
だ
が
、金
属
で
形
作
ら
れ
た

素
地
の
上
に
色
の
つ
い
た
ガ
ラ
ス（
釉
薬
）を
の

せ
て
焼
き
付
け
る
。急
熱
急
冷
が
基
本
で
焼
成

の
時
間
は
至
っ
て
短
く
、窯
に
入
れ
て
い
る
時
間

は
物
に
も
よ
る
が
分
単
位
だ
。ま
た
、七
宝
と
い

う
名
前
は
、仏
教
の
経
典
に
あ
る
7
つ
の
宝
物

に
由
来
し
、そ
の
宝
物
に
匹
敵
す
る
美
し
さ
か

ら
七
宝
焼
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。歴
史

は
古
く
、古
代
エ
ジ
プ
ト
と
言
わ
れ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
り
日
本
へ
伝
わ
っ
た
。

古
墳
の
副
葬
品
や
正
倉
院
の
宝
物
に
も
七
宝

製
品
は
あ
る
が
、実
は
そ
の
作
る
技
術
が
今
に

続
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。近
代
七
宝
と
呼
ば

れ
る
現
在
の
七
宝
焼
は
、現
在
の
名
古
屋
市
中

川
区
に
住
ん
で
い
た
梶
常
吉
と
い
う
メ
ッ
キ
職

人
が
七
宝
焼
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
端
を
発

す
る
。江
戸
末
期
、オ
ラ
ン
ダ
船
が
持
っ
て
き
た

七
宝
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
、そ
の
中

身
が
金
属
の
構
造
だ
と
知
り
、研
究
を
重
ね
て

再
現
に
至
っ
た
。そ
の
後
、遠
島
村（
現
：
七
宝

町
）に
住
ん
で
い
た
林
庄
五
郎
が
技
術
を
伝
授

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、村
の
産
業
と
し
て
発
展

し
て
いっ
た
。

　

建
物
内
の
作
品
展
示
ゾ
ー
ン
は
大
き
く
4

つ
に
分
か
れ
て
い
る
。歴
史
や
製
作
工
程
、技
法

の
紹
介
と
名
品
を
展
示
す
る
エ
リ
ア
だ
。製
作

工
程
の
紹
介
で
は
、当
時
の
道
具
と
と
も
に
七

宝
焼
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
か
が
わ
か

る
。素
地
作
り
、絵
付
け
、植
線
、施
釉
、焼
成
、

研
磨
、覆
輪
付
け
と
い
う
工
程
で
、道
具
は
多

少
違
え
ど
、基
本
的
に
今
も
ほ
ぼ
職
人
の
手
作

業
だ
。中
で
も
大
変
な
工
程
が
釉
薬
製
作
だ
と

教
え
て
も
ら
っ
た
。色
彩
の
美
し
さ
が
七
宝
焼

の
特
徴
で
も
あ
る
が
、と
り
わ
け
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

名
古
屋
市
の
西
に
位
置
す
る「
あ
ま
市
」。月
に
一
度
、境
内
で
マ
ル
シ
ェ
が
開
か
れ
る

甚
目
寺
観
音
が
あ
る
の
も「
あ
ま
市
」。日
本
で
唯
一
、漬
物
の
神
様
を
祀
っ
て
い
る
神

社
が
あ
る
の
も「
あ
ま
市
」。今
回
は
、そ
ん
な
あ
ま
市
が
世
界
に
誇
る
伝
統
工
芸
品
、

「
尾
張
七
宝
」を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

高さ1 5 2 c m の 花 瓶 、
「間取り花鳥文大花瓶」。
明治中期の作品。

銅の素地の表面に銀箔を張り、その
上に透明な釉薬を盛り付けた銀張七
宝。華やかさが際立つ。

硝石や硅石などを主原
料とする釉薬。色の素に
なる酸化した金属などを
混ぜてつくる。

か
じ
つ
ね
き
ち

し
ょ
く
せ
ん

せ
ゆ
う

ふ
く
り
ん
づ

は
や
し
し
ょ
う
ご
ろ
う

13
あま市七宝焼

あま市七宝焼アアーートヴィレッジ
トヴィレッジ

13



ン
は
手
間
が
か
か
る
。七
宝
の
釉
薬
は
ガ
ラ
ス
の

粉
。赤
と
白
を
混
ぜ
れ
ば
ピ
ン
ク
に
な
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。色
に
段
階
を
つ
け
る
に
は
、そ

れ
だ
け
色
数
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。ガ
ラ

ス
を
溶
か
し
て
固
め
て
冷
ま
し
て
砕
い
て
粉
に

す
る
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
す
。そ
の
根
気
と

手
間
の
多
さ
を
知
れ
ば
、そ
の
美
し
さ
に
感
嘆

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、技
法
を
知
る
エ
リ
ア
で
は
、尾
張
七
宝

な
ら
で
は
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。技
法
に
は
、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
有
線
七
宝
の
ほ
か
に
、無
線

七
宝
、盛
上
七
宝
、陶
磁
胎
七
宝
、銀
張
七
宝

な
ど
、そ
の
他
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
が
、

こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
尾
張
七
宝
の
特
徴

だ
。七
宝
焼
は
京
都
や
東
京
に
も
広
が
り
、人

間
国
宝
に
匹
敵
す
る
帝
室
技
芸
員
が
い
る
一

方
、尾
張
に
は
そ
う
し
た
作
家
は
い
な
い
。芸
術

よ
り
も
技
術
を
追
い
求
め
た
結
果
な
の
だ
と
い

う
。“

こ
の
釉
薬
の
色
を
生
か
す
た
め
に
銅
の
素

地
の
上
に
銀
を
張
っ
て
み
よ
う”

、“

部
分
的
に

張
れ
ば
明
暗
が
で
き
て
面
白
い
の
で
は”

、そ
ん

な
試
行
錯
誤
が
技
術
を
発
展
さ
せ
た
。中
に
は

素
地
の
銅
を
腐
食
さ
せ
て
取
り
除
き
、一
見
、ガ

ラ
ス
製
品
の
よ
う
な
七
宝
焼（
省
胎
七
宝
）も

あ
る
。そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
を
重
ね
て
き

た
の
が
尾
張
七
宝
の
職
人
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、時
代
の
流
れ
も
あ
り
後
継
者
不
足

は
否
め
な
い
。一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
職
人
の
世

界
、技
術
の
習
得
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
。で

も
、技
術
を
新
た
に
開
発
し
て
い
く
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
の
が
尾
張
七
宝
の
魅
力
の
よ
う
な

気
も
す
る
。モ
ノ
づ
く
り
王
国・愛
知
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
、技
術
を
追
い
求
め
る
気
質
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
発
展
し
た
町
の
伝
統
工
芸
。七
宝
を

町
の
名
前
に
冠
し
た
責
務
と
し
て
、七
宝
の
魅

力
を
後
世
に
残
し
て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
た
。

そ
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
一
度
、い
や
一
度
と
言
わ
ず

何
度
か
足
を
運
び
、七
宝
焼
の
奥
深
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
。そ
う
、こ
こ
は「
あ
ま
市
七
宝
町
」、

七
宝
焼
の
聖
地
な
の
だ
か
ら
。

七宝焼を焼く電気炉。温度は700℃～800℃。

孔雀羽根文六角銀胎花瓶 花鳩図花瓶

孔雀に牡丹文大皿

日本の七宝が世界に知られるように
なったのは、万国博覧会への出品か
ら。写真は、1893年のアメリカ・シカ
ゴ万博に出品された「帽子掛け」。

植線の様子。素地の下絵にそって
リボン状の銀線を、植物性の糊で
立てながら貼り付けていく。

〒497-0002 愛知県あま市七宝町遠島十三割2000番地
TEL.052-443-7588
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、12月29日～1月3日
※最新情報はホームページでご確認ください。
https://www.shippoyaki.jp/

あま市七宝焼アートヴィレッジ

2022年12月2日（金）・3日（土）・4日（日）
9時30分～16時30分（4日は16時まで）

あま市内と名古屋市内の窯元の職人による新作
展を開催します。12月4日（日）は七宝職人が全工
程に勢揃いして技を披露する「七宝職人大集合」
の日。普段見られない工程を一堂に見られる貴重
な機会です。ぜひお越しください。

「尾張七宝新作展」イベントの
ご案内

も
り
あ
げ

と
う
じ
た
い

ぎ
ん
ば
り

て
い
し
つ
ぎ
げ
い
い
ん

し
ょ
う
た
い
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人
は
目
か
ら
外
界
の
情
報
を
取

り
込
み
、何
が
ど
う
動
い
た
か
を

認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
認
識
過

程
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行
う
技
術
が

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
」で
す
。

現
在
、こ
の
技
術
は
自
動
運
転
や
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
の
ほ
か
、監
視
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
や

高
齢
者
施
設
の
見
守
り
な
ど
、カ

メ
ラ
が
あ
る
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
山
下

教
授
が
行
っ
て
い
る
研
究
の
一つ
が
、

「
自
動
車
の
車
載
カ
メ
ラ
か
ら
人

や
自
動
車
の
位
置
を
検
出
す
る
物

体
検
出
と
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
セ
グ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
す
。セ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、画
像

の
構
造
を
理
解
し
て
、道
路
や
標

識
の
領
域
を
特
定
す
る
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
。自
動
車
が
走
る
際
に
、走
行

レ
ー
ン
や
対
向
車
、建
物
、人
、信

号
機
と
い
っ
た
情
報
を
ま
と
め
て

獲
得
し
て
細
か
く
分
類
す
る
と
い

う
技
術
で
す
。そ
の
た
め
に
は
高
い

処
理
能
力
が
必
要
で
す
が
、目
指

し
て
い
る
の
は
、高
ス
ペ
ッ
ク
の
パ
ソ
コ

ン
で
な
く
て
も
高
精
度
な
処
理
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、

「
人
工
知
能
が
学
習
す
る
上
で
は

一
般
的
に
大
量
の
デ
ー
タ
が
必
要

で
す
が
、そ
の
デ
ー
タ
が
少
な
く
て

も
判
断
で
き
る
学
習
技
術
も
目
指

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、コ

ス
ト
を
抑
え
た
機
能
の
高
度
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
分
野
を

軸
に
関
連
分
野
の
人
工
知
能
や
パ

タ
ー
ン
認
識
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

た
山
下
教
授
。
し
か
し
、今
後
は

そ
の
研
究
を
別
の
分
野
に
応
用
し

た
い
と
語
り
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、D
X
が
進
み
、教
育
分
野
で

も
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
溢
れ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、学
生
の
学
習
活
動
や

レ
ポ
ー
ト
、あ
る
い
は
パ
ソ
コ
ン
に
ロ

グ
オ
ン
し
た
時
間
や
資
料
を
見
て

い
る
時
間
、次
の
ペ
ー
ジ
へ
進
ん
だ

タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
デ
ー
タ
を
集
め
て

人
工
知
能
が
解
析
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
そ
う

な
学
生
を
早
期
に
見
つ
け
て
救
済

し
た
り
、優
秀
な
学
生
を
発
掘
し

て
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
未
来
を

予
見
。既
に
、企
業
が
採
用
時
に
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
判
定
を
人
工

知
能
が
行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
の
削

減
を
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
、教
育

分
野
で
も
人
工
知
能
を
活
用
し
た

解
析
を
も
と
に
教
材
の
改
善
を
行

え
ば
、教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
学

と
い
う
教
育
機
関
に
属
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
研
究
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
語
る
山
下
教

授
の
目
に
は
、一
歩
先
の
新
た
な
教

育
の
姿
が
見
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

深層学習を活用した技術が
幅広く実応用されることを
目指して。

物
体
を
高
精
度
に
検
出
す
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
実
現
。

│専 門 分 野 │
│研究テーマ│

画像処理・パターン認識、深層学習、機械学習

深層学習を活用した画像認識の研究

工学部 情報工学科 山下 隆義教授

やました          たかよし

人
工
知
能
技
術
の
研
究
を

別
の
分
野
で
生
か
す
。

研 究 室 訪 問

深 層 学 習

シー ズ 紹 介

01

セマンティックセグメンテーションの実行例
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7学部と大学院6研究科を擁する総合大学として知的資産を集積する中部大学。

さまざまな学問分野を網羅する数多くの研究室から、今回も4つの研究室を訪問しました。

産官学連携あるいは事業化等にぜひご活用ください。

　

南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代

（
15
世
紀
）の
中
世
史
を
専
門
分

野
と
し
、中
で
も
朝
廷（
天
皇
）と

幕
府（
将
軍
）の
関
係
、い
わ
ゆ
る

「
公
武
関
係
」が
水
野
教
授
の
研

究
テ
ー
マ
。中
世
の
支
配
体
制
や
国

家
の
在
り
様
を
ど
の
よ
う
に
把
握

す
る
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。「
南

北
朝
時
代
で
は
朝
廷
が
二
つ
に
分

か
れ
て
対
立
し
ま
す
が
、幕
府
と

結
ぶ
北
朝
優
位
で
進
み
、基
本
的

に
は
幕
府
を
実
質
的
な
国
家
的
権

力
と
見
な
す
の
が
長
い
間
の
通
説

で
し
た
。し
か
し
、武
士
が
勢
力
を

強
め
て
い
る
状
況
下
で
も
、な
ぜ
天

皇
制
が
ず
っ
と
続
く
の
か
、学
界
で

も
常
に
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
き
ま

し
た
」
。
そ
う
し
て
2
0
0
0
年

頃
に
、史
料
に
基
づ
き
、15
世
紀
の

朝
廷
も
国
家
的
権
力
と
し
て
実
質

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い

う
公
武
関
係
像
を
発
表
。当
時
は

幕
府
権
力
重
視
の
立
場
か
ら
反
発

や
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、幕
府

が
朝
廷
を
支
え
て
い
る
構
造
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
と
、朝
廷
や
公
家

の
研
究
を
す
る
若
い
研
究
者
が
増

え
、15
世
紀
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

幕
府
一
辺
倒
か
ら
朝
廷
を
支
え
る

将
軍
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。天
皇
と
将
軍
の
ど
ち
ら
か
一
方

に
偏
る
の
で
は
な
く
、公
正
な
立
場

で
当
時
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

を
純
粋
に
見
て
い
く
。こ
れ
が
水
野

教
授
の
研
究
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

今
後
の
研
究
に
つ
い
て
は
、15
世

紀
か
ら
一
歩
進
め
て
16
世
紀
の
戦

国
時
代
に
お
け
る
朝
廷
と
幕
府
の

役
割
を
江
戸
初
期
に
ど
う
つ
な
げ

る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
語
り
ま

す
。「
信
長
と
秀
吉
は
天
皇
を
称
え

る
勤
皇
思
想
が
あ
り
、そ
れ
ゆ
え

に
全
国
を
統
一
で
き
た
と
か
つ
て
言

わ
れ
ま
し
た
が
、実
際
ど
こ
ま
で
崇

敬
の
念
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
あ
り

ま
す
」と
中
央
の
研
究
へ
の
意
欲
を

見
せ
る
一
方
で
、地
域
史
の
研
究
も

進
め
る
水
野
教
授
は
、東
海
エ
リ
ア

の
自
治
体
史
の
編
纂
に
も
多
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。「
地
域
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
価
値
が
あ
っ
た
の

か
、い
か
な
る
文
化
状
況
な
の
か
を

そ
の
地
域
の
人
に
も
よ
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
言
う
よ
う
に
、地
域

の
文
化
財
を
長
期
に
わ
た
っ
て
保

存
し
、次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
に

は
、そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
人

を
増
や
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。「
東
海
地
域
の
人
々
は
自

分
が
住
む
土
地
の
歴
史
に
興
味
が

あ
り
、ど
の
よ
う
な
気
質
で
あ
る
の

か
と
い
う
関
心
は
高
い
け
れ
ど
も
、

地
域
研
究
は
ま
だ
弱
い
で
す
」と
分

析
。ま
ず
は
、自
分
と
関
連
の
深
い

場
所
や
人
に
つ
い
て
の
歴
史
を
知
る

こ
と
が
、地
域
研
究
を
盛
り
上
げ
る

一
歩
に
な
り
そ
う
で
す
。

南北朝・室町時代の
公武関係と権力構造を
史資料から読み解く。

従
来
の
公
武
関
係
研
究
に

新
た
な
視
座
を
提
示
。

│専 門 分 野 │
│研究テーマ│

日本中世史

室町時代の政治史、公武関係、東海地域史、社会科教育

人文学部 歴史地理学科 水野 智之教授

みずの            ともゆき

自
治
体
史
編
纂
を
通
じ
て

東
海
の
歴
史
を
考
察
。

日本 中 世 史

02

左から『室町時代公武関係の研究』と『名前と権力の中世史』。
どちらも水野教授の単著。
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製
造
業
の
経
営
を
経
営
学
の
視

点
で
考
え
る
と
き
、技
術
の
管
理
、

す
な
わ
ち
製
品
の
設
計
、生
産
、販

売
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
工
程
に
お
い
て

技
術
の
観
点
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。そ
の
技
術
を
、人
や
予
算
と
い
っ

た
限
ら
れ
た
資
源
を
い
か
に
使
っ
て

管
理
し
て
い
く
か
を
分
析
す
る
の
が

「
技
術
経
営
」で
す
。中
で
も
濱
田

講
師
が
行
っ
て
い
る
の
が
、質
問
票

を
用
い
た
意
識
調
査
。た
と
え
ば
、

統
計
的
に
解
析
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
と
し
て
、従
業
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
与

え
る
要
因
を
集
め
、一
貫
性
の
あ
る

因
果
関
係
を
抽
出
す
る
た
め
に
分

析
し
、最
終
的
に
企
業
の
経
営
者

や
管
理
職
へ
組
織
の
管
理
運
営
の

た
め
の
示
唆
を
出
す
と
い
う
も
の
で

す
。「
調
査
を
行
う
際
に
常
に
心
が

け
て
い
る
の
は
、現
場
の
声
を
聞
き
、

現
場
を
見
る
こ
と
が
一
番
」と
言
う

よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が

回
答
す
る
と
き
の
こ
と
を
想
像
し

て
質
問
項
目
を
作
成
。と
き
に
は
プ

レ
調
査
を
行
い
、平
均
値
に
も
考
慮

し
な
が
ら
念
入
り
に
準
備
を
進
め

ま
す
。一
方
で
、近
年
で
は
、「
こ
れ

か
ら
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
」と

い
っ
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
委

託
研
究
も
行
い
、報
告
書（
写
真
）

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

濱
田
講
師
が
力
を
注
い
で
い
る

も
う
一
つ
の
研
究
が
、企
業
の
業
績

と
技
術
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
性

を
、特
許
情
報
を
集
め
て
分
析
す
る

「
特
許
分
析
」で
す
。日
本
の
家
電

メ
ー
カ
ー
を
対
象
に
、市
場
シ
ェ
ア

や
売
上
、申
請
特
許
数
な
ど
の
デ
ー

タ
を
用
い
て
、ど
の
よ
う
な
技
術
に

投
資
を
し
て
い
る
か
、共
同
研
究
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
技
術
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
、新

技
術
や
新
事
業
が
生
ま
れ
る
際
の

条
件
は
何
か
な
ど
を
分
析
し
て
い

ま
す
。「
家
電
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
、

参
入
す
る
事
業
や
ど
の
分
野
の
研

究
開
発
に
着
手
し
て
い
た
か
が
特

許
に
現
れ
ま
す
。そ
れ
が
今
の
企
業

の
多
角
化
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
、さ
ら
に
企
業
ご
と
に
収
益
性

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
と

い
う
こ
と
を
、特
許
分
析
を
通
し
て

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
」。し
か
し
、

多
角
化
の
問
題
は
長
年
議
論
さ
れ

て
い
な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
と
語
る
濱
田
講
師
。

「
一
度
は
世
界
を
席
巻
し
た
日
本

の
家
電
メ
ー
カ
ー
で
さ
え
、企
業
に

よ
っ
て
業
績
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
同
じ
現
象
が
後
進

メ
ー
カ
ー
に
現
れ
る
と
思
い
ま
す
」

と
言
う
よ
う
に
、普
遍
的
な
現
象

が
繰
り
返
さ
れ
る
企
業
経
営
に
、

技
術
経
営
が
果
た
す
役
割
は
ま
す

ま
す
高
い
と
言
え
そ
う
で
す
。

質問票調査と
特許分析の両輪で
企業経営へ示唆を導出。

│専 門 分 野 │
│研究テーマ│

経営学

技術経営

経営情報学部 経営総合学科 濱田 知美講師

はまだ            ともみ

経 営 学

03

人
の
行
動
や
考
え
を

数
値
化
し
て
分
析
。

特
許
分
析
を
通
し
て

多
角
化
へ
の
影
響
を
探
る
。

委託研究の報告書（右）と、大学院進学を決めたきっかけの本、
「イノベーションのジレンマ」（クレイトン・クリステンセン著）の訳書と原著。 17



中部大学産官学連携推進課では、企業の皆様のニーズに応じて、関連分野の研究者を紹介しています。
共同研究や委託研究など、研究支援の相談窓口としてお気軽にご相談ください。

0568-51-4852（直通）産官学連携推進課 中部大学教員の研究内容を紹介 中部大学研究紹介 検索

　
「
実
験
動
物
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
」で
は
、遺
伝
子
組
み
換
え
マ
ウ

ス
や
特
定
の
遺
伝
子
を
欠
損
さ
せ
た

マ
ウ
ス
な
ど
の
モ
デ
ル
動
物
の
作
製

を
行
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
岩
田
助

教
が
進
め
る
研
究
は
、染
色
体
レ
ベ
ル

で
の
新
し
い
ゲ
ノ
ム
編
集
法
の
開
発

で
す
。従
来
は
、改
変
を
行
い
た
い
箇

所
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
編
集
し
て
書

き
換
え
る
手
法
で
し
た
が
、今
は
、よ

り
大
き
な
情
報
、設
計
図
を
書
き
換

え
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。「
遺

伝
子
の
変
異
に
よ
っ
て
ガ
ン
や
先
天

性
の
疾
患
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
あ

る
ゲ
ノ
ム
を
解
析
す
る
と
、実
際
に

染
色
体
異
常
が
見
つ
か
り
ま
す
。従

来
、そ
の
異
常
を
再
現
し
た
モ
デ
ル

動
物
の
開
発
は
難
し
か
っ
た
の
で
す

が
、よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
染
色
体
の

改
変
を
行
う
こ
と
で
、治
療
に
役
立

つ
モ
デ
ル
動
物
を
簡
便
に
作
製
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

具
体
的
に
は
、下
図
の
よ
う
に
、マ
ウ

ス
内
の
受
精
卵
に
電
気
を
流
し
て
ゲ

ノ
ム
編
集
の
試
薬
を
導
入
さ
せ
る
手

法（
電
気
穿
孔
法
）に
よ
っ
て
、ゲ
ノ
ム

編
集
マ
ウ
ス
の
作
製
を
高
効
率・低
コ

ス
ト
で
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
ゲ
ノ
ム
情
報
を
書
き
換
え
る
こ

と
で
、誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
形
態

を
示
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、見
た

こ
と
の
な
い
生
理
学
的
な
特
徴
を

示
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
た

新
し
い
生
命
体
に
世
界
で
初
め
て
出

合
え
る
こ
と
は
研
究
者
と
し
て
の
醍

醐
味
で
す
」
と
語
る
岩
田
助
教
が

意
識
し
て
い
る
の
は
、「
世
界
で
一
番

に
な
る
こ
と
」。そ
の
た
め
に
必
要

な
要
素
は
と
い
う
問
い
に
、意
外
に

も「
気
合
と
根
性
」と
の
回
答
。か
つ

て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸

弥
氏
の「
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ

と
も
大
事
で
す
が
、ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
言

葉
を
挙
げ
、一
番
手
と
二
番
手
に
は

イ
ン
パ
ク
ト
に
段
違
い
な
差
が
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
染

色
体
異
常
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
体

を
直
接
的
か
つ
効
率
的
に
元
に
戻

す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
」と
い
う

よ
う
に
、医
療
応
用
も
目
指
し
て
い

る
と
の
こ
と
。「
学
生
で
も
容
易
に

染
色
体
を
自
在
に
改
変
で
き
る
手

法
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、世
界

中
の
研
究
者
や
治
療
法
を
欲
し
て
い

る
人
の
役
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
岩
田
助

教
。
常
に
新
手
法
を
追
究
し
続
け

る
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

新規ゲノム編集技術の
開発と臨床応用の
基礎構築。

│専 門 分 野 │
│研究テーマ│

分子遺伝学、生理学

マウス染色体再編成の最適化と臨床応用の基礎構築

実験動物教育研究センター 岩田 悟助教

いわた        さとる

分 子 遺 伝 学

04

治
療
法
開
発
に
貢
献
す
る

モ
デ
ル
動
物
の
作
製
。

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
根
性
で

世
界
一
を
目
指
す
。

■電気穿孔法によるゲノム編集
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私
の
大
好
き
な
漫
画
の
ひ
と
つ
に

「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」が
あ
り

ま
す
。二
ノ
宮
知
子
さ
ん
に
よ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
テ
ー
マ
と
し
た
人

気
作
品
で
、T
V
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ

ま
し
た
。作
品
中
、主
人
公
の
音
大

生
の
だ
め
が「
お
フ
ロ
は
1
日
お
き
、

シ
ャ
ン
プ
ー
は
5
日
お
き
」と
述
べ
、

居
合
わ
せ
た
人
に
驚
か
れ
る
と
い
う

一
コ
マ
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。驚
い
た
方
も
あ
れ

ば
、そ
れ
ほ
ど
驚
か
な
い
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
看
護
職
と
し
て
患
者
さ

ん
の
清
潔
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
も
、清
潔
ケ
ア
の
方
法
や
捉

え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

清
潔
ケ
ア
の
正
解
は
決
し
て
ひ
と

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
自
身
の

心
身
の
健
康
を
保
ち
、健
や
か
な
毎

日
を
送
る
た
め
に
も
、心
地
よ
い
清

潔
ケ
ア
の
あ
り
方
を
今
一
度
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

清
潔
な
身
体
と
は
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、皮
膚
、粘
膜
、髪
、爪

な
ど
が
汚
れ
て
い
な
い
こ
と
、か
ゆ

み
、臭
い
、べ
た
つ
き
な
ど
が
な
い
こ

と
、外
見
的
に
も
整
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、何
よ
り
自
分
自
身
が
快
適
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
主
に
人
間
の
目（
視
覚
）

と
鼻（
嗅
覚
）で
判
断
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

清
潔
を
保
つ
日
常
生
活
行
動（
ケ

ア
）と
し
て
は
、歯
磨
き
、口
腔
ケ

ア
、洗
面
、鼻
を
か
む
、耳
か
き
、入

浴
、シ
ャ
ワ
ー
浴
、手
浴
、足
浴
、洗

髪
、手
洗
い
、爪
き
り
な
ど
、多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

清
潔
を
保
つ
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な

の
で
し
ょ
う
か
。ま
ず
身
体
面
か
ら

見
る
と
、皮
膚
や
粘
膜
の
機
能
を
健

や
か
に
保
つ
こ
と
で
、か
ゆ
み
な
ど

不
快
な
症
状
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。皮
膚
だ
け
で
な
く
、身

体
の
筋
、神
経
、循
環
、呼
吸
機
能
も

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

清
潔
で
あ
る
こ
と
は
心
に
も
よ
い

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
爽
快
感
や

満
足
感
を
得
る
、気
分
転
換
を
図

る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。「
清
潔
に
す
る
こ
と
は
気
持

ち
が
良
い
」と
い
う
感
覚
は
老
若
男

女
、多
く
の
人
が
日
々
感
じ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

清
潔
感
を
保
つ
こ
と
は
社
会
人

と
し
て
必
須
マ
ナ
ー
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
、そ
れ
は
対
人
関
係
、ひ
い
て
は

業
務
遂
行
を
円
滑
に
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
で
清
潔
を
保
て
な
い

状
況
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、子
ど

も
の
場
合
、新
陳
代
謝
が
活
発
で
皮

膚
が
汚
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。皮
膚

の
抵
抗
力
も
弱
い
こ
と
か
ら
皮
膚
炎

な
ど
起
こ
し
や
す
く
、全
身
の
抵
抗

力
も
弱
い
た
め
、粘
膜
の
感
染
や
陰

部
で
の
感
染
な
ど
を
起
こ
し
や
す
い

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

見直そう「清潔ケア」
生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 准教授／看護師・保健師 岡村 雪子

13

１
．清
潔
と

１
．清
潔
と

　　  

心
身
の
健
康
と
の
関
連

心
身
の
健
康
と
の
関
連

お かむら        ゆきこ
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子
ど
も
へ
の
清
潔
ケ
ア
は
病
気
の
予

防
だ
け
で
な
く
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は

か
る
こ
と
、清
潔
習
慣
の
自
立
を
促

す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

何
ら
か
の
病
気（
動
作
や
移
動
が

困
難
、治
療
の
た
め
安
静
が
必
要
、

意
欲
が
低
下
し
て
い
る
な
ど
）に
か

か
っ
て
い
る
人
に
お
い
て
も
清
潔
ケ

ア
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

看
護
学
生
の
時
、ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
著
作「
看
護
覚
え
書
」を
読
み
、

身
体
の
清
潔
を
保
つ
重
要
性
と
、だ

か
ら
こ
そ
看
護
師
は
清
潔
ケ
ア
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

時
代
も
現
代
も
、療
養
中
の
人
々
に

と
っ
て
清
潔
を
保
つ
こ
と
は
回
復
力

を
高
め
る
た
め
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

清
潔
ケ
ア
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、今
回
は
第
２
の
心
臓
と
も
呼

ば
れ
る
足
の
清
潔
保
持
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。足
の
清
潔
が
保
た
れ

る
と
、心
身
の
健
康
に
も
よ
い
影
響

が
あ
り
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、足
の
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
る
一
方
、足
の
清
潔

保
持
が
難
し
く
な
る
状
況
が
生
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。足
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
り
や
す
い
要
因
の
ひ
と
つ

と
し
て
、体
内
の
水
分
量
が
減
少
し

乾
燥
肌
に
な
る
傾
向
か
ら
、わ
ず
か

な
刺
激
で
も
か
ゆ
み
を
感
じ
や
す

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。炎
症
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、日
頃
か
ら
保

湿
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

免
疫
力
が
低
下
す
る
と
、感
染
症
に

か
か
り
や
す
い
、傷
や
怪
我
が
治
り

に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
得

ま
す
。視
力
の
低
下
、足
の
変
形
や

障
害
な
ど
が
足
の
清
潔
保
持
に
影

響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

足
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
で
足
の
ト

ラ
ブ
ル
を
早
期
に
発
見
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
早
く
見
つ
け
て
治
療

す
る
こ
と
で
悪
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
治
療
に
よ
り
痛
み
が
軽
減
す

る
と
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
も

増
え
、長
期
的
に
見
れ
ば
寝
た
き

り
や
閉
じ
こ
も
り
の
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
感
染
症
の
予
防
や
転

ぶ
こ
と（
転
倒
）の
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
毎
日
、ご
自
身
の
足
を
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。観
察
項
目
と

し
て
、爪
の
変
形
や
変
色
、皮
膚
の

乾
燥
や
亀
裂
、切
傷
や
す
り
傷
、腫

れ
、痛
み
、皮
膚
の
変
色
、た
こ
、う

お
の
め
、靴
ず
れ
、冷
感
、む
く
み
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ご
自
身
の
足

を
目
で
見
て
、触
れ
て
み
る
こ
と
か

ら
始
め
ら
れ
て
く
だ
さ
い
。フ
ッ
ト
ケ

ア
外
来
を
設
け
て
い
る
医
療
機
関

も
あ
り
ま
す
の
で
、心
配
な
方
は
一

度
ご
相
談
さ
れ
る
と
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

清
潔
を
保
つ
こ
と
の
原
点
は「
き

れ
い
に
す
る
こ
と
は
気
持
ち
が
い
い
」

と
い
う
体
験
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
自
分
へ
の
い
た
わ
り
で
も
あ

り
、他
者
へ
の
い
た
わ
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。人
間
の
一
生
に
お
い

て
、人
の
尊
厳
を
保
つ
行
為
で
も
あ

り
ま
す
。清
潔
ケ
ア
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、そ
れ
が
ご
自
身
の
清
潔

習
慣
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

２
．足
の
清
潔
を
保
つ

２
．足
の
清
潔
を
保
つ

お
わ
り
に

お
わ
り
に
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名
古
屋
大
学
の
博
士
課
程
修
了
後
、米

国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
博
士
研
究
員

と
し
て
籍
を
置
き
、帰
国
し
て
か
ら
は
名

古
屋
大
学
農
学
部
の
助
手
を
経
て
北
海
道

大
学
の
低
温
科
学
研
究
所
へ
赴
任
し
ま
し

た
。大
隅
良
典
先
生
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
受
賞
で
注
目
を
集
め
た
岡
崎
国
立

共
同
研
究
機
構（
現
・
自
然
科
学
研
究
機

構
）の
基
礎
生
物
学
研
究
所
で
客
員
助
教

授
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。中
部
大

学
の
教
授
に
着
任
す
る
前
は
、名
古
屋
大

学
の
副
総
長
と
し
て
博
士
課
程
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学
I
R
を
担
当
し
、

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　

研
究
者
と
し
て
の
専
門
分
野
は
、植
物

生
理
学
で
す
。植
物
が
水
だ
け
を
選
択
し

て
輸
送
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解

明
し
、世
界
で
初
め
て
発
表
し
ま
し
た
。こ

の
研
究
テ
ー
マ
は
、私
が
学
生
の
当
時
、な

か
な
か
成
果
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
と
し

て
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
分
野
で
し
た
。若
か
っ

た
か
ら
こ
そ
障
壁
の
高
さ
を
理
解
で
き
て

お
ら
ず
、や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
強
い
気
持

ち
で
挑
戦
で
き
た
の
で
す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

若
い
人
が
持
つ
特
権
で
す
ね
。

　

学
生
た
ち
の
就
職
の
傾
向
は
大
手
志
向
、

安
定
志
向
で
す
よ
ね
。先
行
き
不
透
明
な

企
業
で
は
、親
御
さ
ん
か
ら
も
お
許
し
を
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。日
本
で
も
大
学
内
で
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
起
業
で
き
る
時
代
に
な
り
、こ
の

10
年
ほ
ど
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
で
試
み
ら

れ
て
い
ま
す
が
、多
く
が
売
上
や
利
益
が
生

ま
れ
る
ま
で
に
至
ら
ず「
死
の
谷
」に
た
と

え
ら
れ
る
状
況
は
企
業
と
同
様
。1
0
0

立
ち
上
げ
た
う
ち
の
1
事
業
が
育
つ
か
ど

う
か
で
す
。そ
も
そ
も
、成
果
を
約
束
で

き
な
い
挑
戦
で
は
、株
主
が
納
得
し
な
い
で

し
ょ
う
。国
の
助
成
金
も
、見
通
し
が
確
実

な
事
業
や
政
策
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る

ア
イ
デ
ア
に
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、世
の
中
全
体
が
お
行
儀
の
良
い
優
等

生
を
育
て
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
の
出
身
地
で
あ
る
静
岡
県
の
浜
松
エ

リ
ア
に
は
、や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
意
味

で「
や
ろ
ま
い
か
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。浜
松
は
、テ
レ
ビ
開
発
で
知
ら
れ
る
浜

松
ホ
ト
ニ
ク
ス
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ス
ズ

キ
、本
田
技
研
工
業
、河
合
楽
器
製
作
所

な
ど
が
町
工
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
日
本

を
支
え
る
産
業
へ
と
育
っ
て
い
っ
た
土
地
柄

―
前
島
先
生
は
、多
く
の
大
学
で

実
績
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

―
最
近
の
若
者
は
挑
戦
よ
り
も

安
定
を
好
む
と
聞
き
ま
す
。

14

人
生
の
分
岐
点
で

い
か
に
選
択
す
る
か

今
回
の
テ
ー
マ

中部大学 学長補佐
応用生物学部
   まえしま         まさよし

前島 正義教授
名古屋大学大学院農学研究科農学化学専攻博士課程
修了。農学博士。植物の水輸送と水チャネルに関する分
子メカニズムの研究で世界的に注目される。2018年日本
植物生理学会賞。2020～21年日本植物生理学会会
長。名古屋大学では副総長として大学院教育改革などに
意欲的に取り組む。2019年4月より中部大学。

今 回 お 話 を 伺った 方

か
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
言
に
も「
人
生
は
選
択
の
連
続
」と
あ
る
よ
う
に
、

現
在
の
自
分
を
形
づ
く
っ
て
い
る
の
は
、過
去
の
選
択
肢
か
ら
選
び
取
っ
た
結

果
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一
生
を
左
右
す
る
よ
う
な
分
岐
点

に
差
し
掛
か
っ
た
時
、人
は
何
を
基
準
に
ど
の
よ
う
な
一
歩
を
歩
み
出
せ
ば
よ

い
の
か
。応
用
生
物
学
部
の
前
島
正
義
教
授
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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で
す
。た
だ
、世
界
の
視
点
で
見
れ
ば
、そ

れ
ら
は
す
べ
て「
か
つ
て
の
日
本
の
業
績
」。

過
去
の
功
績
を
壊
し
て
で
も
、も
う
一
度
、

新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
気
概

で
挑
戦
し
て
い
か
な
く
て
は
。み
ん
な
が
み

ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
と
主
張
し
た
い
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。百
人
に
一
人
で
十
分
な

の
で
、大
き
な
流
れ
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く

冒
険
で
き
る
人
が
出
て
き
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。た
と
え
ば
、私
た

ち
研
究
者
の
世
界
で
は
、実
験
と
検
証
の

成
果
を
学
術
誌
に
発
表
し
て
、次
の
課
題
へ

と
歩
み
を
進
め
ま
す
。発
表
論
文
の
積
み

重
ね
が
研
究
者
の
業
績
で
あ
り
、そ
れ
ら

が
大
学
や
研
究
所
の
ポ
ス
ト
や
研
究
費
の

獲
得
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。し
か
し
、単
に

レ
ン
ガ
の
よ
う
に
積
み
上
げ
る
だ
け
で
満

足
し
て
い
て
は
、挑
戦
の
意
欲
は
減
じ
て
し

ま
い
ま
す
。次
の
道
を
切
り
拓
く
に
は
、現

状
を
良
し
と
せ
ず
、新
し
い
研
究
分
野
に

挑
む
勇
気
が
必
要
で
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、私
は
多
く
の
研
究
者
が

注
目
す
る
対
象
や
現
象
で
は
な
く
、誰
も

手
を
つ
け
て
い
な
い
生
物
機
能
分
子
に
新

し
い
光
を
当
て
た
い
と
い
う
一
心
で
、研
究

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。実
験
や
研
究

を
重
ね
て
み
な
け
れ
ば
成
果
が
出
る
か
ど

う
か
一
切
わ
か
ら
な
い
泥
臭
い
研
究
で
す
。

そ
の
よ
う
な
研
究
者
人
生
で
選
択
肢
を

前
に
し
た
時
に
繰
り
返
し
思
い
出
し
た
本

が
あ
り
ま
す
。ロ
マ
ン・ロ
ラ
ン
や
ア
ラ
ン
、ガ

ン
ジ
ー
と
の
交
流
で
も
知
ら
れ
る
彫
刻
家

の
高
田
博
厚
氏
の
回
想
録
、『
分
水
嶺
』で

す
。彼
が
フ
ラ
ン
ス
在
住
時
代
に
制
作
し
た

彫
刻
作
品
を
一
度
す
べ
て
ガ
シ
ャ
ン
と
壊
し

て
し
ま
い
、白
紙
に
戻
し
た
潔
さ
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。「
読
書
は
、そ
の
人
の
血
肉
に

な
る
」と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、記
憶
に
残
り

続
け
る
本
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、忘
れ
ら

れ
な
い
一
冊
と
出
合
え
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
前
に
は
い
つ
で
も
わ
か
れ
道
が

あ
り
、い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
が
ら
生
き
て

い
ま
す
。そ
れ
を
著
者
の
高
田
博
厚
氏
は
、

分
水
嶺
に
た
と
え
た
の
で
す
ね
。

　

わ
か
れ
道
で
大
学
あ
る
い
は
企
業
が
挑

戦
の
道
を
選
ぶ
姿
勢
は
、伝
統
と
し
て
き

ち
ん
と
積
み
上
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。ど

こ
に
視
点
を
置
き
、ど
の
よ
う
に
切
り
込

ん
で
取
り
組
む
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
組

織
の
特
徴
が
現
れ
、そ
れ
が
歴
史
に
残
る

大
学
や
企
業
の
姿
と
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。私
は
、中
部
大
学
に
赴
任
し
て
か

ら
、春
日
井
市
の
特
産
品
で
も
あ
る
サ
ボ

テ
ン
の
研
究
を
学
生
と
と
も
に
新
し
く
始

め
ま
し
た
。サ
ボ
テ
ン
が
な
ぜ
乾
燥
状
態

で
も
水
分
を
保
て
る
の
か
、ゲ
ノ
ム
解
析
を

通
し
て
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。私
た
ち
が
進
め
て
い
る
の
は
基
礎

研
究
で
あ
り
、現
実
に
直
接
役
立
つ
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
レ
ベ
ル
の

研
究
者
は
、複
雑
な
こ
と
を
複
雑
な
ま
ま

証
明
し
て
、応
用
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
人
ば

か
り
で
す
。

　
「
恵
ま
れ
た
人
、選
ば
れ
た
人
、チ
ャ
ン
ス

を
得
た
人
に
は
、聖
な
る
仕
事
が
待
っ
て
い

る
」と
、聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。人
生

は
、必
ず
し
も
夢
や
希
望
通
り
に
進
め
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。努
力
が
結
果
に
つ
な
が

る
こ
と
は
少
な
く
、偶
然
や
人
と
の
関
わ

り
な
ど
の
影
響
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。し
か

し
、自
ら
の
た
め
で
は
な
く
、周
り
の
人
の

た
め
に
動
く
姿
勢
の
先
に
、チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ

て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
挑
戦
の
連
続
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

―
お
も
ね
る
こ
と
の
な
い
人
生
を

選
ぶ
に
は
勇
気
が
必
要
で
す
。

―『
分
水
嶺
』と
は
、

ま
さ
に
分
岐
点
の
こ
と
で
す
ね
。

「分水嶺」高田博厚 著　岩波書店（岩波現代文庫）

鮮烈な衝撃をもった本であり、20代で読み心に残り続けてい
る。著者は彫刻家として知られ、その作品は高く評価されてい
る。第二次世界大戦をはさんで27年間フランスに住んだ。経
済的には貧窮していた。その間に制作した彫刻の二百十数
点を壊して1957年に帰国した。大戦前夜の暗い谷間の時代
に、作家のロマン・ロラン、哲学者のアラン、ガンジーら、影響力
の大きな知識人と交友し、彫刻の対象ともした。残された彫刻
には、それぞれの深い人生が現れていると感ずる。自然科学の
研究者は実験を展開し論文を発表し、人類の知的財産として
研究成果を積み上げる。当時大学院生であった私には、人生
そのものでもある彫刻を自ら壊す行為は衝撃的な生き方として
映った。その時々の分水嶺（分岐点）で、今をよしとせず、より遠
く、より高い地点を模索しながら生きぬいた著者の記録である。

前島正義先生の
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当
社
は
、塗
料
や
高
粘
度
材
料
を
は
じ

め
と
す
る「
流
体
」の
移
送
供
給
シ
ス
テ

ム
構
築
を
事
業
の
柱
と
す
る
技
術
商
社

で
す
。も
と
も
と
は
、1
9
6
0
年
の
設

立
当
初
、世
界
的
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
米
国
の
グ
ラ
コ
社
の
代
理
店
と
し
て
機

器
を
販
売
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。以

来
、お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
て
い
く
中

で
、販
売
に
加
え
て
設
計
、開
発
、施
工
、

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
手
掛
け
る
設
備

商
社
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。現
在

は
、ポ
ン
プ
や
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
な
ど
の
塗
装

機
単
体
の
提
案
だ
け
で
な
く
、生
産
シ
ス

テ
ム
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。本
社
が
愛
知
県
の
た
め
、自

動
車
関
連
の
比
重
が
大
き
い
で
す
が
、そ

の
ほ
か
に
も
航
空
機
、建
設
機
械
、住
宅

な
ど
、当
社
の
流
体
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
技

術
は
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
の
生
産
工

程
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、

2
0
2
0
年
に
設
立
60
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、技
術
開
発
機
能
を
集
約
し
た

施
設
、「
I
E
C
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」を
名
古

屋
市
守
山
区
に
新
設
。お
客
様
が
使
用

す
る
条
件
に
合
わ
せ
て
機
器
の
機
能
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、設
計
開
発
部
に
所
属
し

“

ラ
ボ”

で
働
い
て
い
ま
す
。設
計
は
図
面

を
描
く
こ
と
が
仕
事
で
す
が
、開
発
で
は

設
計
し
た
も
の
を
協
力
会
社
で
製
造
し
、

自
ら
組
み
立
て
、実
験
し
、稼
働
の
現
場

へ
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
工

程
に
一
貫
し
て
携
わ
れ
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
が
、近
年
は
管
理
者
と
し

て
の
立
場
上
、後
輩
社
員
に
任
せ
る
部
分

も
多
く
な
り
ま
し
た
。自
分
が
経
験
し

た
こ
と
が
若
手
社
員
も
同
じ
よ
う
に
で

き
る
と
い
っ
た
自
分
の
経
験
が
上
手
く
伝

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
は
う
れ
し
さ
が
あ
り

ま
す
。後
輩
が
過
去
の
自
分
と
同
じ
失

敗
を
し
た
と
き
に
は
、自
分
の
経
験
を
語

る
こ
と
で
後
輩
を
成
功
へ
と
導
け
る
こ
と

は
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
私
た
ち

社
員
が
今
目
指
し
て
い
る
の
は
、宇
宙
の

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
。こ
れ
ま
で
陸
海
空

の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
手
掛
け
て
き
ま

し
た
が
、大
気
圏
を
超
え
た
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。今
後
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
が

増
え
れ
ば
、塗
装
も
自
動
化
に
な
る
は
ず

で
す
。今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
と
挑
戦

す
る
気
持
ち
で
新
た
な
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

会員企 業の魅力とともに、中 部 大 学や併 設 校の卒 業 生を紹 介する「 幸 友 会 会員企 業を訪ねて」。

現 在 活 躍 中のO B・O Gに、会 社の特 徴とご自身の仕 事への想いを語っていただきました。

流
体
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で

製
造
の
現
場
を
支
え
る
。

陸
海
空
か
ら
大
気
圏
外
へ
。

近
い
将
来
、宇
宙
の
仕
事
に
。

塗装、接着、充填をハンドリングし、幅広い流体
製品の中から、それぞれの用途に応じて最適な
システムを設計し提案。自動車関連部品、塗装
プラント、電気・電子、建築・建材、医薬・食品、
生活関連製品等、産業分野は多岐にわたる。

事業内容

IEC Laboratory

IEC Laboratory業務風景本社受付

株式会社IEC

File 01

幸友会会員企業を訪ねて 会 員 企 業
紹 介

 住所 〒465-0024
　　　 名古屋市名東区本郷2-160 

 電 話 052-774-1011（代表）

 代表取締役社長  青木 秀人

 設 立 1960年3月1日

株式会社IEC
技術本部 次長
兼 設計開発部 次長
  にしだ      まこと

西田 誠さん

中部大学 
工学部 機械工学科
1999年度卒業

https://iec-jpn.co.jp/
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印
刷
物
・
販
促
物
の
企
画
・
制
作
、生
産

か
ら
納
品
、物
流
ま
で
が
当
社
の
主
な
業

務
内
容
で
す
。D
X
化
の
進
む
近
年
は
、動

画
や
W
e
b
、イ
ベ
ン
ト
、ネ
ッ
ト
通
販
、半

導
体
関
連
マ
ス
ク
事
業
な
ど
、お
客
さ
ま
の

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
幅
広
く
対
応
。印

刷
物
に
限
ら
な
い
多
種
多
様
な
製
品・サ
ー

ビ
ス
を
複
合
的
か
つ
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

に
よ
り
、お
客
さ
ま
の
課
題
解
決
を
総
合

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、当
社
は

1
9
2
4
年
の
創
業
以
来
、「
ハ
ー
ド
×
ソ
フ

ト
×
ハ
ー
ト
」で
お
客
様
満
足
度
N
o.
1
企

業
を
目
指
す
と
い
う
経
営
理
念
を
掲
げ
て

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。整
っ
た
設
備

の
中
で
、高
い
技
術
力
と
情
報
力
を
持
ち
、

お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
の

今
年
、創
業
か
ら
98
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
た
信
頼
と
安
定
の
基

盤
に
加
え
て
、常
に
新
し
い
分
野
へ
挑
戦
し

続
け
る
社
風
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、2
年
後
の
1
0
0
周
年
に
向
け

て
、事
業
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し

な
が
ら
、企
業
価
値
の
向
上
と
持
続
的
な

成
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、主
に
映
像
制
作
に
携
わ
り

な
が
ら
、W
e
b
や
展
示
会
に
関
連
す
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
も
行
っ
て
い

ま
す
。7
月
ま
で
は
社
内
で
編
集
作
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、8
月
か
ら
は
実

際
に
現
場
へ
足
を
運
び
、カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
り
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
制
作
進
行
、

見
積
り
も
作
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。企

画
段
階
か
ら
携
わ
る
た
め
、自
分
が
考
え

た
ア
イ
デ
ア
が
映
像
と
し
て
形
に
な
り
、

お
客
さ
ま
の
も
と
に
納
品
さ
れ
て
良
い

反
応
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。先
輩
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、今
は
お
客
さ
ま

と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
一

人
前
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
る
べ
く
勉
強

の
毎
日
で
す
。学
生
時
代
に
、生
放
送
の

配
信
を
行
う
放
送
研
究
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
作
る
学
生
団
体
に
所

属
し
て
行
っ
て
き
た
映
像
制
作
が
今
に
生

き
て
い
ま
す
。現
在
、ス
タ
ジ
オ
を
新
設

中
で
す
が
、そ
の
内
装
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に

も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、責
任
は
大
き
い

で
す
が
喜
び
も
あ
り
ま
す
。今
は
完
成

が
楽
し
み
で
す
。

印
刷
物
だ
け
じ
ゃ
な
い

多
種
多
様
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。

お
客
さ
ま
と
共
に
作
り
上
げ
る

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
目
指
し
て
。

カタログ・パンフレット、美術印刷物、書籍等の商
業用・出版用印刷物の企画・デザイン・印刷／
マルチメディア関連の企画・制作／半導体関連
各種マスクの設計・製造・販売および機械機器
類の販売／文具・日用雑貨等のネット販売

事業内容

本社社屋

自分で撮影にも行きます普段の編集風景

竹田印刷株式会社

File 02

中部大学幸友会会報誌幸友Vol.26は2023年11月末日発行予定
です。ただいま、次号の掲載企業を募集中。他にはない独自の技術を
持つ会社、アピールしたい魅力のある会社を紹介していきたいと考えて
います。「我こそは」という会員企業は、ぜひご応募ください。

 住所 〒466-8512
　　　 名古屋市昭和区白金一丁目11番10号 

 電 話 052-871-6351（代表）

 代表取締役社長  木全 幸治

 創業年月 1924年1月

竹田印刷株式会社
ソリューション本部 制作第1部
制作1課
  あらかわ       あんな

荒川 杏菜さん

中部大学 
人文学部 コミュニケーション学科
2021年度卒業

掲載企業
大募集！

お問い合わせ・お申し込み先

中部大学幸友会事務局

TEL.（0568）51-4740（直通）

https://www.takeda-prn.co.jp/
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説
明
会
も
面
接
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。中
に
は
一
度
も
対
面
で
会
う
こ
と

な
く
内
定
を
獲
得
し
就
活
を
終
え
る
な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
傾
向
が
強

ま
っ
た
昨
年
に
比
べ
て
、コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。オ
ン
ラ
イ
ン
か
対
面
か
で
実
施
方
法
に
迷
う
場
面
も
多
か
っ
た
今
年

の
就
職
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

取
材
日
：
2
0
2
2
年
10
月
20
日　

話
し
手
：
中
部
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長 

渡
邉
真
和
氏

就
職
レ
ポ
ー
ト
2
0
2
2

オ
ン
ラ
イ
ン
か
対
面
か
、

3
年
目
に
起
き
た
変
化
と
は
？

■2021年度就職状況（3月卒業生）

中部大学 学科 卒業生数
（人）

就職内定者
（人）

幸友会会員法人への就職
法人数

（法人）※
人数

（人）
会員法人への
就職率（％）

工学部

機械工学科 157 141 40 58 41.1

電気システム工学科 2 2 0 0 0.0

電子情報工学科 9 7 3 3 42.9

都市建設工学科 84 76 18 28 36.8

建築学科 93 80 19 23 28.8

応用化学科 78 61 10 10 16.4

情報工学科 108 78 19 28 35.9

ロボット理工学科 63 48 20 27 56.3

電気電子システム工学科 136 118 38 55 46.6

宇宙航空理工学科 63 40 12 14 35.0

経営情報学部

経営情報学科 2 1 0 0 0.0

経営学科 ― ― ― ― ―

経営総合学科 273 257 41 47 18.3

国際関係学部

国際関係学科 ― ― ― ― ―

国際文化学科 1 0 0 0 0.0

国際学科 130 120 14 14 11.7

人文学部

日本語日本文化学科 74 66 3 3 4.5

英語英米文化学科 59 52 3 3 5.8

コミュニケーション学科 63 59 8 8 13.6

心理学科 82 68 6 6 8.8

歴史地理学科 66 57 1 1 1.8

応用生物学部

応用生物化学科 113 90 13 13 14.4

環境生物科学科 111 100 13 13 13.0

食品栄養科学科 108 92 3 3 3.3

生命健康科学部

生命医科学科 62 50 1 1 2.0

保健看護学科 78 78 1 1 1.3

理学療法学科 36 34 2 3 8.8

作業療法学科 28 27 1 1 3.7

臨床工学科 41 28 0 0 0.0

スポーツ保健医療学科 68 67 6 7 10.4

現代教育学部
幼児教育学科 78 74 2 4 5.4

現代教育学科 79 77 2 3 3.9

合 計 2,345 2,048 299 377 18.4

学科 卒業生数
（人）

就職内定者
（人）

幸友会会員法人への就職
法人数

（法人）
人数

（人）
会員法人への
就職率（％）

中部大学第一高等学校

普通科 244 25
8 9 11.4

機械電気システム科 83 54

合 計 327 79 8 9 11.4

中部大学春日丘高等学校 普通科 505 3 0 0 0.0

※のべ数

2022年3月31日現在
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今
年
度
の
就
職
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
い
る
も
の
の
、

経
済
活
動
は
動
き
出
し
、企
業
の
採
用
意

欲
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。本
学
へ
の
求
人
企

業
数
も
、現
時
点
で
昨
年
度
の
実
績
を
千

件
余
り
上
回
っ
て
お
り
、売
り
手
市
場
に
戻

り
つ
つ
あ
る
印
象
で
す
。学
生
に
と
っ
て
は
、

入
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
企
業
へ
就
職
で
き

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
を
迎
え
、学
生

に
も
変
化
が
あ
り
ま
す
。2
・3
年
次
に
い

ろ
い
ろ
な
活
動
が
制
限
さ
れ
た
学
生
た
ち

が
就
職
活
動
を
行
う
中
で
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
較
す
る
と
、内
面
的
な
部
分
で
違
い
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、「
学
生
時
代
に
力

を
入
れ
た
こ
と（
ガ
ク
チ
カ
）」を
問
わ
れ
る

こ
と
に
悩
む
学
生
が
い
ま
す
し
、孤
立
を
感

じ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。「
学
生
生
活
で

力
を
注
い
だ
こ
と
は
？
」と
い
う
聞
き
方
の

善
し
あ
し
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、企
業
も
人

と
な
り
を
当
然
知
り
た
い
わ
け
で
す
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
き
た
か
と
い
う

意
味
で
は
聞
き
や
す
い
質
問
だ
と
思
い
ま

す
。で
は
学
生
側
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、で
き
た
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
す
。し
か
し
、先
輩
た
ち
と
比
較
す
る

と
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
に
、こ
ん

な
こ
と
を
書
い
て
も
企
業
は
評
価
し
て
く
れ

な
い
の
で
は
と
、学
生
自
身
が
自
分
の
経
験

を
認
め
な
い
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。企

業
担
当
者
と
話
す
と
、今
年
の
就
活
生
は

学
生
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
学
年
で
、こ

れ
は
学
生
に
責
任
は
な
く
、社
会
全
体
で
共

有
す
る
問
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。中
に
は
、企
業
と
の
面
接
で
学
生
時
代

で
は
な
く
、高
校
時
代
に
つ
い
て
聞
か
れ
た

と
い
う
学
生
が
い
た
例
も
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、ま
さ
に
企
業
側
も
努
力
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、選
考
で
は
最
終
面
接
を
対
面
で
行

う
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
学
生
側
が
就

職
先
と
し
て
企
業
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
雰
囲
気
の
良
さ
」を
上
位
に
挙
げ
て
い
る

よ
う
に
、や
は
り
企
業
も
そ
う
し
た
肌
感

覚
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
現
れ
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。特
に
中
部
地
区
の
企
業

は
、初
期
面
接
か
ら
対
面
を
取
り
入
れ
て
い

る
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
で
す
。た
だ
し
、

説
明
会
に
つ
い
て
は
、対
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
選
択
で
き
る
場
合
、学
生
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
が
人
気
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

業
界
研
究
会
は
現
在
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、企
業
の
皆
様
か
ら

は「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
良
い
け
れ
ど
対
面
で

も
行
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
お
声
を
頂
き
ま

す
。来
年
2
月
に
開
催
予
定
の
業
界
研
究

会
は
、世
の
中
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、今

の
と
こ
ろ
対
面
で
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま
た
、11
月
に
行
う
卒
業
生
と
の
交
流

会「
よ
う
こ
そ
先
輩
」は
今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
す
が
、こ
れ
こ
そ
対
面
で
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。大
学
を
訪
れ
る

機
会
が
な
か
な
か
な
い
先
輩
方
に
と
っ
て
は

大
学
と
の
接
点
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
し
、学
生
と
直
接
交
流
す
る
こ
と
で

得
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。対
面
で
あ
れ
ば
横
の
つ
な
が
り
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
側
面
は
対
面
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
今
年

の
秋
学
期
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、学
生
と
キ
ャ

リ
ア
支
援
課
職
員
の
み
の
利
用
で
す
が
、こ

う
し
た
ツ
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、孤

立
を
感
じ
て
い
る
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、ア

バ
タ
ー
で
あ
れ
ば
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学

生
の
意
見
に
も
応
え
ら
れ
る
な
ど
、時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
も
可
能
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。今
回
は
、学
生
同
士
の
交
流

と
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
足
を
運
ぶ
ほ
ど
で
は

な
い
よ
う
な
相
談
事
を
解
決
で
き
れ
ば
と

い
う
思
い
で
取
り
入
れ
ま
し
た
が
、将
来
的

に
は
企
業
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
き
、こ

こ
で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
就
職
に
つ
な
が

る
よ
う
な
形
に
発
展
す
る
な
ど
、学
生
と

の
新
た
な
相
互
理
解
の
場
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。今
ま
で
の
よ
う
に
説
明

会
の
場
で
学
生
と
会
う
だ
け
で
は
な
く
、こ

う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
ま
れ
た
新
た
な

ツ
ー
ル
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、本
学
の
学
生

と
も
っ
と
交
流
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

“
ガ
ク
チ
カ
”に
悩
む
学
生
と

人
と
な
り
を
知
り
た
い
企
業
。

時
勢
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

適
切
な
方
法
で
サ
ポ
ー
ト
。

採 用 担 当 者 様 へ

求人に関する
ご相談やお問い合わせは、
キャリア支援課まで
お気軽にどうぞ。

中部大学キャリア支援課（不言実行館5階）

TEL.0568-51-4184（直通） FAX.0568-51-1982
E-mail：syusyoku@office.chubu.ac.jp

就 職レポ ート2 0 2 2
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第
34
期
の
幸
友
会
総
会
は
、大
辻
誠
会
長
よ
り
、大
勢

の
皆
様
の
出
席
に
対
す
る
お
礼
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。続
く
飯
吉
厚
夫
名
誉
会
長
の
挨
拶
で
は
、2
0
2
3

年
の
4
月
に
理
工
学
部
が
開
設
予
定
で
あ
る
こ
と
等
、

大
学
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、経
済
産
業
省
中
部
経
済
産
業
局
長
の
田
中

耕
太
郎
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
、ご
来
賓
の
方
々
が
紹
介

さ
れ
、そ
の
後
は
、大
辻
会
長
が
議
長
を
務
め
、会
則
に
則

り
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。第
33
期
の
事
業
報
告
と
収

支
報
告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、第
34
期
の
事
業
計
画

案
と
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、異
議
無
く
承
認
。最
後

に
新
役
員
が
紹
介
さ
れ
、総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、防
災
・
減
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
、現

在
は
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、あ
い
ち
・
な
ご
や
強
靭
化

共
創
セ
ン
タ
ー
長
の
福
和
伸
夫
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
。「
温
故
知
新
と
転
禍
為
福
で
中
部
の
未
来
を
拓
く
」

と
題
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
次
に
迫
り
来
る
大
震
災
の
正
し

い
情
報
と
知
識
に
つ
い
て
、建
前
な
し
の
本
音
ト
ー
ク
が

語
ら
れ
、盛
況
の
う
ち
に
講
演
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
4
月
27
日（
水
）、名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル・バ
ロ
ッ
ク
の
間
に
て
、「
第
34
期
中
部
大
学
幸
友
会
総

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
2
年
続
け
て
書
面
開
催
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、対
面
開
催

が
で
き
た
当
日
は
、マ
ス
ク
越
し
な
が
ら
も
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
総
会
と
な

り
ま
し
た
。懇
親
会（
就
職
交
流
会
）は
感
染
状
況
を
鑑
み
、中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

中
部
大
学

幸
友
会
総
会
報
告

3
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
の
中
、す
べ
て
の
議
事
が
無
事
承
認
。

第33期役員会、総会
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面開催に変更
講演会、懇談会（産官学・就職交流会）中止

第33期役員会 書面開催 すべての議案について承認

第33期総会 書面開催 すべての議案について承認

春学期学内WEB業界研究会（学部3・4年生対象）協賛
参加企業 156社  申込学生 4,900名

中部大学フェア2021（オンライン開催）協賛
特設ウェブサイトへのアクセス数834名

秋学期学内WEB業界研究会（学部3年生対象）協賛
参加企業 474社  申込学生 3,072名

就職ガイダンス
WEBによる卒業生との交流会「ようこそ先輩」開催
参加卒業生 92名　参加学生（学部2年生）3,186名

第99回常任理事会 開催

中部大学幸友会会報｢幸友」Vol.24 発行・配布

2月学内WEB業界研究会（学部3年生対象）協賛
参加企業 701社　申込学生 8,670名

「2022企業ガイド」発刊・幸友ナビ開設
掲載企業 455社  発行部数 5,000部

4月28日

5月7日

5月21日

5月26日、29日
6月2日、5日

9月16日～30日

10月20日、23日、27日
11月6日、10日、13日、

17日、20日

11月10日、17日

11月18日

11月30日

2月7日～10日、
14日～18日

3月1日

2022年

2021年

第33期 事業報告（一部抜粋）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

役員会・総会の開催  

学術文化興隆のための事業として講演会の開催と中部大学公開講
座の後援及び中部大学キャンパスコンサートへの協力

学園が行う地域交流を支援、促進するための事業

「2023企業ガイド・幸友ナビ」の作成及び就職支援のための事業

会員相互の親睦と啓発のための事業
→交流会は、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みた上で開催
を検討予定

産官学連携協力事業

幸友会会報「幸友」の発刊

中部大学主催講演会・講座・研究発表会等の案内及び中部大学定
期刊行物等の配布

学園が行う“人間力を高める教育”を支援するための事業

その他（本会の趣旨に即する事業・功績への協力）

第34期 事業計画

第34期
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 ■収入の部 単位（円）

 ■支出の部 単位（円）

科目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

事業費 27,600,000 19,844,341 7,755,659

講演会・研修費 2,300,000 225,885 2,074,115 第34期総会・講演会
リーフレット作成費

産官学連携協力事業 1,000,000 1,000,000 0 中部大学フェア2021

会員名簿・会報作成費 6,000,000 3,958,480 2,041,520 名簿1,500部・
会報2,300部 他

企業ガイド運営費 11,000,000 10,896,119 103,881 企業ガイド･幸友ナビ作成 
冊子5,000部 他

就職支援事業費 5,000,000 2,616,661 2,383,339 業界研究会支援 他

キャンパス・コンサート協力費 300,000 0 300,000 新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

“人間力を高める教育”支援事業 2,000,000 1,147,196 852,804 課外活動応援援助金・
幸友Library

事務費 14,900,000 9,656,283 5,243,717

租税公課 1,100,000 956,300 143,700 消費税及び地方消費税
¥883,300 他

通信費 1,700,000 756,633 943,367

印刷費 600,000 92,290 507,710

消耗品費 100,000 78,048 21,952

旅費 300,000 13,890 286,110

雑費 300,000 195,112 104,888

事務委託費 3,000,000 3,000,000 0

幸友会システム費 7,500,000 4,366,010 3,133,990 幸友会システム開発費 他

支払手数料 300,000 198,000 102,000

会議費 5,700,000 504,744 5,195,256

総会費 5,000,000 504,744 4,495,256 第33期総会会場
キャンセル料 他

会議費 700,000 0 700,000

その他の支出 1,000,000 1,000,000 0

一般事業積立金繰入支出 1,000,000 1,000,000 0

予備費 1,000,000 0 1,000,000

次年度繰越金 25,070,921 46,936,274 △21,865,353

支出の部  合計 75,270,921 77,941,642 △2,670,721

科目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

入会金 191,000 127,000 64,000

法人 170,000 100,000 70,000 10法人

個人 21,000 27,000 △6,000 9名

年会費 16,375,000 16,770,000 △395,000

法人 15,280,000 15,720,000 △440,000 786法人

個人 1,095,000 1,050,000 45,000 350名

事業収入 18,135,000 20,475,000 △2,340,000

企業ガイド 18,135,000 20,475,000 △2,340,000 455法人

雑収入 1,000 721 279

預金利息等 1,000 721 279

前年度繰越金 40,568,921 40,568,921 0

収入の部　合計 75,270,921 77,941,642 △2,670,721

第33期 収支報告書
（2021年4月1日から2022年3月31日まで）

 ■収入の部 単位（円）

 ■支出の部 単位（円）

科目 予 算 額 前期予算額 増 減 備 考

事業費 27,600,000 27,600,000 0

講演会費 2,300,000 2,300,000 0

産官学連携協力事業 1,000,000 1,000,000 0

会員名簿・会報作成費 5,000,000 6,000,000 △1,000,000

企業ガイド運営費 12,000,000 11,000,000 1,000,000 企業ガイド・幸友ナビ作成・
運営費 他

就職支援事業費 5,000,000 5,000,000 0 学内業界研究会等、
就職関連事業 他

キャンパス・コンサート協力費 300,000 300,000 0

“人間力を高める教育”支援事業 2,000,000 2,000,000 0
課外活動応援援助金、
幸友Library、
卒業生との交流会

事務費 10,000,000 14,900,000 △4,900,000

租税公課 1,100,000 1,100,000 0 消費税及び地方消費税 他

通信費 1,700,000 1,700,000 0

印刷費 600,000 600,000 0

消耗品費 100,000 100,000 0

旅費 300,000 300,000 0

雑費 300,000 300,000 0

事務委託費 3,000,000 3,000,000 0

幸友会システム費 2,500,000 7,500,000 △5,000,000 アプリサービス利用料・
運用保守費

支払手数料 400,000 300,000 100,000

会議費 6,700,000 5,700,000 1,000,000

総会費 6,000,000 5,000,000 1,000,000

会議費 700,000 700,000 0

その他の支出 1,000,000 1,000,000 0

一般事業積立金繰入支出 1,000,000 1,000,000 0

予備費 1,000,000 1,000,000 0

次年度繰越金 35,004,274 25,070,921 9,933,353 次年度当初運営費

支出の部  合計 81,304,274 75,270,921 6,033,353

科目 予 算 額 前期予算額 増 減 備 考

入会金 101,000 191,000 △90,000

法人 80,000 170,000 △90,000 8法人

個人 21,000 21,000 0 7名

年会費 15,816,000 16,375,000 △559,000

法人 14,760,000 15,280,000 △520,000 738法人

個人 1,056,000 1,095,000 △39,000 352名

事業収入 18,450,000 18,135,000 315,000

企業ガイド 18,450,000 18,135,000 315,000 410法人

雑収入 1,000 1,000 0

預金利息等 1,000 1,000 0

前年度繰越金 46,936,274 40,568,921 6,367,353

収入の部　合計 81,304,274 75,270,921 6,033,353

第34期 収支予算
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

 ■資産の部 単位（円）  ■負債及び正味財産の部 単位（円）

科目 金 額

普通預金 47,561,774

定期預金 7,000,000

合計 54,561,774

科目 金 額

未払金 469,500

前受金 156,000

一般事業積立金 7,000,000

次年度繰越金 46,936,274

合計 54,561,774

第33期 貸借対照表（2022年3月31日現在）

（法人名50音順 敬称略）※所属・役職は総会当時のものです。

第34期 新役員

副会長 王子製紙㈱ 春日井工場 執行役員工場長 横山　和世
常任理事 愛知電機㈱ 代表取締役社長 小林　和郎
常任理事 王子製紙㈱ 春日井工場 事務部長 森田　　仁
常任理事 中部精機㈱ 代表取締役社長 小道　浩也
理　事 CKD㈱ 代表取締役 社長執行役員 奥岡　克仁
理　事 高砂熱学工業㈱ 名古屋支店 理事支店長 谷口　雅之
理　事 トーヨーマテラン㈱ 代表取締役社長 池上　英雄
理　事 明治電機工業㈱ 代表取締役社長 杉脇　弘基
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本
日
は
、名
古
屋
を
中
心
と
す
る
こ
の
地

を
ど
う
や
っ
て
守
り
抜
い
て
い
く
か
と
い
う
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
社
会
は
理
系
・
文
系
に
分
か
れ
た

縦
割
り
の
社
会
で
、時
間
や
空
間
を
俯
瞰
し

て
全
体
を
見
る
人
が
い
な
い
世
の
中
を
つ
く
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。そ
こ
で
、文

系
と
理
系
の
枠
を
超
え
て
人
文
系
の
歴
史
と

災
害
の
歴
史
を
つ
な
い
で
年
表
を
ま
と
め
る

と
、1
0
0
年
に
一
度
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
起

き
て
歴
史
的
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
す
。20
世
紀
初
頭
に
は
、第
一
次

世
界
大
戦
の
開
戦
、ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
、

桜
島
の
大
噴
火
や
関
東
地
震
。そ
の
前
の
江

戸
末
期
は
、黒
船
が
来
航
し
た
前
後
に
東
海

地
震
、南
海
地
震
、安
政
江
戸
地
震
が
起
き
、

コ
レ
ラ
の
流
行
、そ
し
て
戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て

江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
り
ま
し
た
。現
代
も

東
日
本
大
震
災
、感
染
症
の
流
行
、目
の
前

に
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
首
都
直
下
地
震
が

迫
っ
て
い
て
、歴
史
的
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。荒
唐
無
稽

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、荒
唐
無

稽
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、こ
う
し
た

こ
と
が
起
き
て
も
社
会
が
持
続
で
き
る
準
備

を
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

か
つ
て
東
京
を
襲
っ
た
3
つ
の
地
震
を
比
較

し
て
み
ま
す
。元
禄
関
東
地
震
、安
政
江
戸

地
震
、関
東
大
震
災
で
す
が
、元
禄
の
地
震

と
比
べ
て
関
東
大
震
災
で
は
東
京
の
犠
牲
者

が
3
4
0
人
か
ら
7
万
人
と
2
0
0
倍
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
理
由
は
、地
盤
が
弱
い
隅

田
川
の
東
側
に
街
を
拡
げ
た
か
ら
で
す
。そ

の
結
果
、多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

我
々
は
こ
れ
を
教
訓
に
し
て
い
る
か
と
言
え
ば

し
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
地
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
建

て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。で
も
こ

れ
が
東
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。災
害
危

険
度
の
高
い
場
所
の
経
済
的
価
値
を
高
め
、

そ
こ
に
人
、物
、金
を
集
積
し
て
利
潤
を
得
て

い
ま
す
。た
だ
、こ
の
モ
デ
ル
は
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
。な
ん
と
し
て
も
日
本
中
で
頑
張
っ
て

首
都
を
小
さ
く
し
な
い
と
国
家
と
し
て
維
持

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
で
、都

道
府
県
別
の
経
済
的
豊
か
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で

東
京
が
最
下
位
と
い
う
デ
ー
タ
が
最
近
出
て

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
資
料
が
出
始
め
た
と

い
う
こ
と
は
、こ
の
国
の
在
り
様
を
抜
本
的
に

変
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

温
故
知
新
と

転
禍
為
福
で

中
部
の
未
来
を
拓
く

名古屋大学名誉教授　
あいち・なごや強靭化共創センター長
中部大学客員教授

    ふくわ           の ぶ お

福和 伸夫氏
Profi le
1981年名古屋大学大学院修了後、清水建設（株）に入社。91年名古屋大学工学部助教授、
97年先端技術共同研究センター教授、01年環境学研究科教授、2012年～21年減災連携研
究センター長、2017～19年日本地震工学会長、2017年あいち・なごや強靭化共創センター長、
2022年名古屋大学名誉教授。建築耐震工学、地震工学、地域防災などの教育・研究に従事。
防災功労者・内閣総理大臣表彰、文部科学大臣表彰科学技術賞、防災功労者・防災担当大臣
表彰、兵庫県県政功労者、日本建築学会賞、同教育賞、同著作賞、地域安全学会技術賞、災害
情報学会廣井賞、日本免震構造協会技術賞、グッドデザイン賞などを受賞。減災連携研究セン
ター設立、減災館建設、振動実験教材・ぶるるの開発、防災人材育成、防災啓発活動、産業防
災、災害時の住まい・医療・福祉の確保など、災害被害を軽減する国民運動に注力。

災
禍
が
重
な
る
と
動
く
歴
史

第34期
総会講演ダイジェスト

日時：2022年4月27日（水）15時50分～

会場：名古屋東急ホテル3階

講 師
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2
0
1
8
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

で
、北
海
道
全
域
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
起

き
ま
し
た
。連
系
線
が
不
十
分
な
こ
と
に
加

え
、電
力
の
自
由
化
に
よ
り
、発
電
コ
ス
ト
の

低
い
特
定
の
火
力
発
電
所
に
大
き
く
依
存

し
た
結
果
で
す
。南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き

れ
ば
、西
日
本
の
火
力
発
電
所
の
多
く
が
停

止
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。発
電
所
を

一
旦
停
止
す
る
と
、再
稼
働
の
た
め
に
安
全

点
検
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、エ
ン
ジ
ニ
ア
の

数
が
全
く
足
り
ま
せ
ん
。電
力
の
安
定
供
給

の
た
め
に
も
っ
と
お
金
を
か
け
て
お
か
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。こ
こ
で
戦
後

の
自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
の
数
を
見
て
み

ま
す
。ま
ず
風
水
害
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
の

数
は
、伊
勢
湾
台
風
以
降
、国
や
県
の
徹
底

的
な
治
水
対
策
に
よ
り
激
減
し
ま
し
た
。し

か
し
、地
震
災
害
は
全
く
被
害
が
減
っ
て
い
ま

せ
ん
。地
震
災
害
の
対
策
は
行
政
で
は
で
き

ず
、民
間
の
自
己
資
金
に
よ
っ
て
対
策
す
る

し
か
な
い
か
ら
で
す
。で
は
、民
間
建
築
物
の

耐
震
化
は
ど
う
か
と
い
う
と
、ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。緊
急
輸
送
道
路
沿
い
の
古
い

建
築
物
の
耐
震
化
状
況
を
見
る
と
、大
阪
で

3
割
、愛
知
で
は
た
っ
た
2
割
し
か
耐
震
補

強
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。一
方
、経
済
界
は
ど

う
か
と
い
う
と
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
全
国

5
1
5
カ
所
の
商
工
会
議
所
の
う
ち
2
3
8

カ
所
の
商
工
会
議
所
が
被
災
し
ま
す
。さ
ら

に
調
べ
る
と
、新
耐
震
基
準
の
商
工
会
議
所

会
館
は
約
半
数
で
、全
体
と
し
て
約
4
割
が

耐
震
的
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。災
害
が
起
き
た
と
き
、地
域
の

商
工
会
議
所
は
被
災
企
業
の
支
援
や
産
業

復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、こ

の
支
え
が
な
け
れ
ば
、中
小
企
業
を
応
援
す

る
人
が
い
な
く
な
り
ま
す
。公
共
施
設
の
耐

震
化
が
進
む
一
方
で
、産
業
界
の
耐
震
化
は

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

国
土
審
議
会
の
計
画
部
会
で
こ
ん
な
話
が

あ
り
ま
し
た
。日
本
の
国
土
構
造
を
一
極
集

中
で
は
な
く
、「
機
能
補
完
・
機
能
分
散
型
の

国
土
」に
す
べ
き
と
い
う
話
で
す
。こ
れ
は
、特

定
の
エ
リ
ア
が
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
も
、国

内
の
他
の
エ
リ
ア
が
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。国
の
動
き
が
新
た
な
方
向
に
変
わ
り

始
め
て
い
ま
す
。ま
た
、国
土
強
靭
化
推
進
室

で
も
基
本
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
、キ
ー

ワ
ー
ド
に「
官
民
連
携
」を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
リ
ー
ド
役
を
実
は
愛
知
が
担
っ
て
い
ま

す
。2
0
1
7
年
に
愛
知
県
や
名
古
屋
市
、

地
元
企
業
の
方
々
と「
あ
い
ち・な
ご
や
強
靭

化
共
創
セ
ン
タ
ー
」を
作
っ
て
議
論
を
始
め
ま

し
た
。2
0
2
0
年
に
は
業
界
団
体
間
の
共

助
促
進
を
目
的
と
し
た
、「
中
部
防
災
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設
立
し
ま
し
た
。産
業
界

で
、産
業
の
防
災
対
策
を
進
め
る
機
運
が
出

始
め
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
必
ず
来
ま
す
。そ
れ

な
ら
ば
来
る
こ
と
が
前
提
の
国
家
運
営
に
変

え
な
い
と
駄
目
で
す
。そ
の
時
、日
本
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
、日
本
の
復
興
計
画
を
今

作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら

に
、事
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
っ

て
災
害
被
害
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
す
べ
き

で
す
。「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」で
、皆
が
暗

く
で
は
な
く
、前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
で
す
。

災
害
が
多
い
国
だ
か
ら
こ
そ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
た
く
さ
ん
あ
る
気
が
し
ま
す
。で
き
る
こ

と
を
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、防
災
ビ
ジ
ネ

ス
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。そ

の
一
番
の
ベ
ー
ス
が
こ
の
地
区
で
す
。愛
知
県
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
の
場
を
他
地
域
に
先
駆

け
て
た
く
さ
ん
作
っ
て
き
た
た
め
、仲
間
も
多

く
互
い
に
信
頼
関
係
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、名
古
屋
市
の
官
庁
街
・三
の
丸

地
区
を
防
災
の
司
令
塔
と
し
、自
動
車
産
業

が
集
積
す
る
西
三
河
地
域
や
愛
知
県
営
名

古
屋
空
港
の
隣
接
地
を
防
災
拠
点
に
す
る
構

想
が
官
民
連
携
で
動
き
始
め
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
こ
と
が
地
元
の
力
で
で
き
る
の
が
こ
の

地
区
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。災
害
被
害

を
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
で
未
来
を
拓
い
て

い
け
る
は
ず
で
す
。本
日
お
集
り
の
産
業
界

の
方
々
が
、今
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い
世
界
を

築
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

進
ま
な
い
産
業
界
の
耐
震
化

災
害
を
ど
う
克
服
す
る
か

太平洋

1854年
安政東海
地震

1854年
安政南海
地震

1944年
昭和東南海
地震

1946年
昭和南海
地震

M8.6 M8.2

M8.7 M8.4

〔過去事例〕

約32時間後

南海トラフ巨大地震
の想定震源域

約２年後
西側

東側

※Mはモーメントマグニチュード ※西側で先に大規模地震が発生する可能性もあります。

 地震は一度で終わらないかも
  ～時間差で起きる場合も～
出典：気象庁「南海トラフ地震－その時の備え－」
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「
水
と
生
き
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、酒
類

や
飲
料
、健
康
食
品
の
事
業
に
加
え
て
社
会
活
動

に
も
力
を
入
れ
る
サ
ン
ト
リ
ー
。創
業
者
・
鳥
井
信

治
郎
氏
の「
や
っ
て
み
な
は
れ
」の
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
企
業
で
あ
り
、そ
の
言
葉
が
サ
ン
ト
リ
ー
の

歴
史
そ
の
も
の
だ
と
紹
介
し
て
講
演
は
始
ま
り
ま

し
た
。講
演
で
は
ま
ず
、神
谷
氏
が
人
生
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
振
り
返
る
利
根
川
ビ
ー
ル
工
場

で
取
り
組
ん
だ「
革
新
型
業
務
」に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。当
時
の
品
質
管
理
部
門
長
と
し
て
の
課

題
は
、ビ
ー
ル
事
業
全
体
の
品
質
保
証
の
強
化
。最

初
に
試
み
た
の
は
、現
場
の
キ
ー
マ
ン
と
の
飲
み
会

＝
本
音
で
話
せ
る
関
係
づ
く
り
だ
と
言
い
ま
す
。

各
工
程
で
起
き
て
い
た
ト
ラ
ブ
ル
の
再
発
防
止
に

取
り
組
ん
だ
際
に
も
、こ
の
関
係
性
が
生
き
た
と

の
こ
と
。ま
た
、ト
ラ
ブ
ル
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い

う
点
に
も
言
及
。ト
ラ
ブ
ル
は〝
神
様
の
声
〟だ
と

表
現
し
、そ
こ
か
ら
何
を
学
ぼ
う
か
と
い
う
意
識

で
ト
ラ
ブ
ル
と
向
き
合
う
こ
と
で
、前
向
き
の
行

動
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、S
D
C
A
活
動
の
向
上
に
つ
い
て
は
、お

客
様
に
成
り
代
わ
っ
て
品
質
を
保
証
す
る
と
い
う

姿
勢
の
も
と
、ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
S
）を
き
ち
ん
と

回
す
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、新
し
い
こ
と

を
行
う
必
要
性
を
説
明
。「
環
境
は
複
雑
で
先
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。そ
う
で
あ
る
な
ら
や
っ
て
み

る
し
か
な
い
。新
し
い
こ
と
を
行
い
、自
ら
変
化
を

起
こ
し
、そ
こ
か
ら
学
び
続
け
る
こ
と
で
、人
よ
り

半
歩
先
に
出
ら
れ
る
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、基
本
サ
イ
ク
ル
を
き
ち
ん
と
回
し
た
上
で
そ

こ
か
ら
少
し
は
み
出
す
こ
と
が
変
革
サ
イ
ク
ル
だ

と
し
、変
革
サ
イ
ク
ル
へ
移
行
す
る
に
は
、新
し
い

や
り
方
を
追
求
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
仕

事
を
捉
え
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、既
存
の
組

織
の
中
で
変
革
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
も
説
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、変
革
は
リ
ー
ダ
ー
一
人
の
力
で
為
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、組
織
の
メ
ン
バ
ー
を
結
集
す

る
こ
と
が
必
要
で
、組
織
と
個
人
を
一
体
化
さ
せ
る

「
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て
解
説
。「
リ
ー
ダ
ー
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る
の
で
は
な
く
、メ

PROFILE
1949年愛知県碧海郡高浜町（現高浜市）生
まれ。1968年愛知県立刈谷高等学校卒業。
1972年東京大学工学部化学工学科卒業。
1974年東京大学大学院工学系研究科生物化
学工学修士課程修了。同年4月サントリー㈱入
社、2012年～2015年サントリー興産㈱社長。
2017年～サントリーホールディングス㈱社友。
2018年～IBAの教え子らと「MBAの2階」を設立

（ラーニング･バーのマスター）。

世の中の半歩先を行く、
Good Companyをめざして

～変革し続ける人と組織～

サントリーホールディングス株式会社
社友
    か み や            ゆうじ

神谷 有二氏

2022年9月15日（木）、今回で第17回目を迎えた「中部大学フェア」は、3年ぶりに開催することができました。

午前中に特別講演が、午後には研究シーズ発表とミニ講演会が行われ、中部大学と企業、自治体、地域団体

の皆様、学生が、知的財産の交流を図りました。

中部大学フェア

講 師

演 題

特別講演
会場：アクティブホール（不言実行館1階）

2022

31



ン
バ
ー
自
身
の
共
感
に
よ
り
生
成
さ
れ
る
と
し
、自

分
の
仕
事
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
間
の
橋
渡
し
が
で
き
た
と

き
に
初
め
て
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る
。そ
の
た
め
の

場
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、本
社
の
生
産
革
新
グ
ル
ー
プ
や
グ

ル
ー
プ
会
社
で
の
経
験
か
ら
得
た
学
び
に
つ
い
て

語
り
、最
後
は
、組
織
を
取
り
巻
く
環
境（
経
済

ゾ
ー
ン
、社
会
ゾ
ー
ン
、地
球
環
境
ゾ
ー
ン
）の
図
を

示
し
な
が
ら
持
論
を
説
明
。「
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

は
、経
済
ゾ
ー
ン
か
ら
外
側
へ
向
け
て
常
に
思
い

を
馳
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、わ
れ
わ
れ
組
織

が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ん
の
僅
か
で
、環
境
の

変
化
に
伴
い
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
増
え
て
不
具

合
が
発
生
す
る
。多
く
の
企
業
や
組
織
は
こ
う
し

た
不
調
が
起
こ
っ
て
か
ら
何
か
を
変
え
よ
う
と
す

る
が
、こ
れ
が
良
い
と
は
思
わ
な
い
。私
の
変
革
に

は
3
つ
の
条
件
が
あ
る
。関
係
者
全
体
の
世
界
が

良
く
な
る
こ
と
。そ
の
取
り
組
み
に
全
員
が
心
か

ら
参
画
で
き
て
い
る
こ
と
。参
画
す
る
人
が
充
実

感
や
喜
び
を
得
ら
れ
る
こ
と
。こ
れ
ら
を
い
か
に
つ

く
り
出
し
て
い
く
か
。世
の
中
に
絶
対
良
い
リ
ー

ダ
ー
も
組
織
も
な
い
。あ
る
の
は
リ
ー
ダ
ー
と
組

織
メ
ン
バ
ー
の
関
係
性
だ
け
。そ
の
関
係
性
を
ど

う
つ
く
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」と
語
り
、

日
々
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
変
革
に
な
る
と
い
う

言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染防止は国際的な課題となっています。
ミニ講演会では、新機軸として、ウイルス不活化を可能とする
布帛、mRNAワクチンの分解を防ぐ断熱性の高い低温輸送容
器、注射によらず接種できる新タイプのワクチンの研究開発に
ついて紹介しました。

テーマ

ウイルス感染症を防ぐ
新たな技術の開発

ミニ講演会

大半の微生物は、pH7～8が最適値となり、この最適pH値から外れると、
微生物の増殖は抑制されることがわかっています。講演では、その点に着目
したウイルス不活化の原理とその開発方法を、評価とともに説明。pHを劇
的に変化させたガラス繊維を使ったフィルター（布帛）を作成し、ウイルス量
や空気の流量等をコントロールすることで抗ウイルス効果を得た実験結果
を示し、安価に作ることができるメリットも紹介されました。

抗ウイルス活性を持つ
布帛の原理とその開発
生命健康科学部 
スポーツ保健医療学科 教授 伊藤 守弘

新型コロナウイルスの発症予防を目的として接種が進められているmRNA
ワクチン。海外から空輸されたワクチンは、－75℃や－20℃といった低い
温度での保管が必要です。講演では、超伝導分野と航空宇宙分野の技
術を応用した極低温冷却保持容器と多層断熱材（MLI）の研究成果を発
表。容器の軽量化と断熱性能の向上によって、総重量の軽量化と目標と
していた冷却保持時間をほぼ達成できたことを紹介されました。

mRNAワクチン輸送のための
軽量断熱容器の開発
工学部
宇宙航空理工学科 准教授 神田 昌枝

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、mRNAワクチンなどの非従
来型モダリティーの実用化を促進させました。講演では、より効果的な感染
防御機能を被接種者に付与することを目指した新たなモダリティーのワク
チン「非増殖型組換えウイルスワクチン」の開発について説明。体への負
担が少ない鼻腔内噴霧により、呼吸器粘膜表面でウイルスを中和する抗体

（IgA）の産生を誘導することができる効果を述べられました。

革新的モダリティーによる
新型コロナワクチンの開発
生命健康科学部
生命医科学科 教授 鶴留 雅人

演題1

演題2

演題3

ふはく
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国内外で需要が高まっている蒸留酒「ジン」。中

でも、作り手がさまざまなアレンジを加えたクラフト

ジンが昨今人気を博しています。岐阜県中津川

市で野菜を生産販売する（株）サラダコスモが運

営する岐阜中津川蒸留所は、2021年5月、地元

農家が生産したイチゴやレモンをボタニカルに使

用し、隠し味に「ちこりの根（チコリルート）」を利

用したクラフトジン「NAKATSUGIN」を発売。

その後、さまざまな農産物をボタニカルに使った

クラフトジンを次々と製造し、10種類を商品化。

そして、2022年7月には、シリーズ11作目となる新

作、「NAKATSUGIN ブラッドオレンジ＆ティー

リーフ」（500ml/税込3,850円）を発売しました。

今回はメインボタニカルに、愛知県美浜町の萬秀

フルーツで栽培された赤い果肉が特長のブラッ

ドオレンジと、岐阜県中津川市の後藤製茶が農

薬を使わずに栽培した茶葉を使用。柑橘系の爽

やかさと茶葉の香ばしさがミックスされたフルーツ

ティーのような味わいに仕上がりました。地元の

農産物を使うことで生産農家も応援でき、地域

全体の活性化につなげています。

株式会社サラダコスモ

会員企業 NEWS

株式会社サラダコスモ
岐阜県中津川市千旦林1-15
TEL.0573-66-5111（代表）

https://www.saladcosmo.co.jp/
事業内容
野菜づくり農業＆酒類製造販売、教育型観光施設「ちこり村」
運営、レストラン運営。

当社では、野菜廃棄物ゼロに向けた取り組みを進行中

です。工場から排出される野菜残渣を粉砕・脱水し飼

料化するシステム、「エコフィードシステム」を導入して、

家畜用飼料に再

利用するほか、野

菜で着色する「クレ

ヨン」向けに野菜

の未使用部を提供

しています。

担当者から

プラスワン情報

会員企業の最新情報をご紹介

このコーナーでは会員企業の最新のPR情報（新商品の開発・販売、新制度の導入、新店のオープンなど）を募集しています。
お問い合わせ・お申し込みは、中部大学幸友会事務局  0568-51-4740 まで。

地元の農産物を活用して
地域の活性化を目指す。
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CHUBU UNIVERSITY 2022

CU Synergy-Programは、社会の第一線で活躍する方を対象とした社会人教育プログラムです。本学の教

員が特定の企業様と個別の課題解決に取り組む共同研究とは異なり、多くの企業様に共通する問題の解決に

つながる高度な知識・技術を講義や実習の形式で提供するために2022年4月に開設いたしました。社会のある

程度広い範囲に共通する関心事や、注目度の高いテーマを取り上げ、総合大学である本学の特色を活かした

理系と文系、あるいは文理融合での各種講座を教員や博士課程の大学院生の力を結集し開催しています。受

講された方が知識・技術を企業に持ち帰り、事業展開にお役立ていただくとともに、本学の教員にとっても、企業

様との密な結びつきを築き、新たな研究テーマにつながるなどお互いにとってメリットのあるものとなっています。

2022年4月、本学園は、「中部大学スポーツ宣言 CHUBU DECLARATION ON SPORTS」を策定しました。

この宣言は本学園のスポーツクラブが、長い歴史を通じて確立してきた活動理念を明文化したもので、スポーツ

クラブ活動を通じた人間力育成に取り組んでいる、というブランドイメージを確立することによって、学生・生徒

が「中部大学」に誇りをもてるとともに、地域に愛され、応援

してもらえる学園となることを目指します。そして、各スポーツ

クラブが、この宣言を活動指針として引き続き自己研鑽に

努めるとともに、次世代を担う指導者育成方針と位置づけ

ることにより、その活動理念が代々受け継がれ、さらに発展

していくように学園全体が連携して活動していきます。今後

も応援よろしくお願いします！

●東海地区のものづくりに合わせた外観検査などの画像認識技術から、異常検知や
マテリアルズ・インフォマティクスなどの広い分野におけるAI技術を習得できます。

●プロジェクト課題では、データの収集からアノテーション、モデルの作成などの課題
を通じて、AI開発の実践力を養えます。

●AI開発における各企業が持つ課題に対して、藤吉弘亘教授（ロボット理工学科、
日本ディープラーニング協会理事）らの研究者がアドバイスを行います。

物事を知り、考え、
判断する能力にあふれる
アスリートを育成します。

観戦する人やサポートする人と
感動を分かち合います。

スポーツを通じて
地域貢献に取り組みます。

2022年春学期は、「AI基礎と応用」と題して、毎週火曜日（1回3時間・全15週）に開講しました。
AIと機械学習／畳み込みニューラルネットワークの基本・発展・応用／
時系列データに適したディープラーニング／Deep Learning応用／プロジェクト課題／AIの今後  ほか

研究支援部 TEL.0568-51-4852

企業活動と大学研究に相乗効果を。

─ CU Synergy-Program  ─

スポーツを通じてあてになる人間を育成。

─ 中部大学スポーツ宣言 ─

主な講座テーマ（例）

プログラムの
ポイント

お問い合わせ先

─スポーツクラブ活動を通じた人間力育成に積極的に取り組み、地域から愛される学園を目指して─
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本誌「幸友」は、学園創立者である三浦幸平先生の名前にちなんで命名された
中部大学幸友会の会報誌です。学術・文化交流を促進する“交友”の意味も込められています。

○ご入会手続き 中部大学幸友会事務局

○求人に関するご相談 キャリア支援課

○共同研究に関するご相談 産官学連携推進課

○エクステンションカレッジ・公開講座 地域連携センター

○大学院・大学入試情報 入学センター

○中部大学音楽祭・キャンパスコンサート 渉外課

法人会員 848法人
個人会員 375名
（2022年11月1日時点）

0568-51-4740（直通）

0568-51-4184（直通）

0568-51-4852（直通）

0568-51-4392（直通）

　　0120-873941

0568-51-5250（直通）

2022年11月25日
中部大学幸友会
〒487-8501　愛知県春日井市松本町1200番地　中部大学学園広報部内
TEL.（0568）51-4740〔直通〕　FAX.（0568）51-1186
ホームページ https://www.chubu.ac.jp/business-industry/koyukai/
E-mail kouyukai@office.chubu.ac.jp

発 行
編 集
住 所

お問い合わせ一覧

本誌に関するご感想や、幸友会に対するご意見やご希望、ご質問、バックナンバーのご希望
などは、下記のE-mailへお気軽にお寄せください。

第19回中部建築賞を受賞（1987年）した
経営情報学部棟「21・22号館」。階段状
の中庭を歩く学生たちに、キャノピーの間
から陽光がやさしく注ぐ。

中部大学幸友会会員数


